


[image: ]










転職先はベッドの上!?　カリスマ建築家の抱き枕になりました
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第一章












　二人の男女を乗せたタクシーが、夜道を走っていく。

　中室なかむろ涼音すずねは車に揺られながら、隣に座っている男をチラリと見た。

　男は車に乗ってからずっと窓の外を眺めており、こちらを気にしている気配はない。

　その横顔はモデルのように美しく、切れ長の目が少し冷たい印象を持たせていた。映画のワンシーンのような光景に、涼音は少しだけ息をのむ。

　男と涼音は知り合いではない。ついさっき、バーで出会ったばかりの関係だ。

　しかし……このタクシーの行き先は、男の家だった。

　あまりじろじろ見るのも悪い気がしたので、涼音は男を見るのをやめ、自分も窓の外を眺める。タクシーは、都内でも有数の高級住宅街の中に入っていく。

（なんでこんなことになっちゃったんだろう。この一ヵ月、色々ありすぎて頭が混乱しそう……）

　色々な事情と偶然が重なり、今涼音はこのタクシーに乗っている。

　ひとまず、知らない男の家に泊まることになった経緯を、はじめから思い出してみることにした。







＊








　涼音には夢というものがなかった。上京すれば夢が見つかるかと思っていたが、何も決まらないまま就活生になってしまった。

　それなりの給料をもらえればどこでもいいと思って就職活動をしたが、その程度の意識でうまくいくはずもなく……。案の定、涼音は内定をもらえないまま卒業を迎えることになる。

　実家に帰らなければならない状況に陥ったが、それだけは避けたかった涼音は、派遣の事務員として昨年の春から働くことにしたのだった。

　そこの会社は派遣社員が正社員になるルートも存在していたため、涼音はそれを目指して毎日働いた。与えられた仕事だけでなく、積極的に動いて仕事をこなす。

　自分でも少し意外なほど熱心だった。夢はないが、一生懸命働くことができると分かった瞬間だった。

　しかしその一生懸命さ故に、涼音は悪目立ちしてしまった。「派遣の癖にでしゃばりすぎ」と正社員の富田からいじめられ、ウォーターサーバーやエレベーターの使用を禁止させられてしまう。

　理不尽な差別を受けた涼音はすぐ上司の林に相談したのだが、富田は林より勤続年数が長いこともあり、ろくに注意してもらえず……。それどころか、他の正社員たちまで涼音のことを避けるようになってしまう。

　そんな中、涼音は一年近く我慢していたのだが……唯一普通に接してくれていた正社員の竹見が辞めてしまったことがきっかけで精神的に追い詰められ、契約の更新を断ることにしたのだ。






「はぁ……」

　ここまで思い出して、涼音は小さくため息をつく。

（一応働きを評価してくれていたわけだし、もう少し我慢して頑張るべきだったのかな……でも、もう限界だったのは確かだし……）

　そんなことを考えながら、今度は契約更新を断った日の夜に思いをはせる。






　涼音は大学の寮で同じ部屋だった友人の絢あやと、社会人になってからもルームシェアしていた。二人は、一人暮らしでは手が出ないような少しいい部屋に住んでいたのだが……。

「いきなりで申し訳ないんだけど、私、彼と結婚前提で同棲することになったの」

　涼音が会社を辞めることを打ち明ける前に、絢はそう言った。社会人になってから彼氏ができたことは聞いていたが、まさかこんなに早く結婚の話になるとは思ってなかった涼音は、すぐに祝福の言葉をかけることができなかった。

　絢は嬉しそうに微笑みながら、同棲することになった理由を話してくれる。

　なんでも、年上の彼の海外転勤が決まり、「俺についてきてほしい」と言われたらしい。

　海外ということもあり少し悩んだものの、元々結婚願望が強かった絢はついていくことにしたんだとか。そして、来月から彼のところで暮らすことにしたと言う。

　つまり、あと一ヵ月でこの部屋を手放さなければならないということだ。ただでさえ一人では手の届かない部屋なのに、会社を辞めた涼音がここに住み続けられるはずもない。

「大好きな人と結婚できる、このチャンスを逃すわけにはいかないと思ったの。本当にごめん、涼音！」

「ううん。大丈夫だよ。おめでとう、絢」

　涼音はなんとか笑顔を作り、祝いの言葉を贈った。

　幸せの絶頂にいるであろう彼女に、いじめが原因で会社を辞めたと伝えることは、できなかった。

　こうして涼音は、一か月後に職と住む場所、両方を失うことになる。一ヵ月の間、必死に正社員として働ける転職先を探したのだが、富田の妨害もあり内定を取ることはできなかった。

　そんなお先真っ暗な状態で、涼音は半ばヤケクソになりながら、スーツケースを片手に大学時代の先輩が勤めているバーの扉を開ける。






「私、どこで間違っちゃったんですかね……」

　小さなバーのカウンター席で、ぽつりとつぶやく。今、このバーには一人のバーテンダーと、奥のほうで静かにマティーニを飲んでいる男性一人しかいない。

　涼音は氷が溶けて少し薄まったジントニックを口に流し込み、再び口を開く。

「正社員を目指して転職活動したのが悪かったのかな……」

「派遣社員だと、また差別されるかもしれないと思って怖かったんでしょ？　俺は正社員を目指したこと自体は悪くないと思うよ。それと、前の会社は遅かれ早かれ辞めることになったんじゃないかな。まあ、色々とタイミングが悪かったのは間違いないけど……。……あ、これ、俺の奢りね」

　バーテンダーの遠藤えんどうはそう言って、涼音の前にカルーアミルクを置いた。

「そうなんですよね……ありがとうございます、先輩」

　遠藤は涼音の大学時代の先輩で、上京してすぐの頃、右も左も分からない涼音に色々と良くしてくれた人だった。大学卒業後は幼馴染みの彼女と結婚し、バーテンダーとしてこのバーで働いている。いつか、自分の店を持つのが夢だと言っていた。

（私も、遠藤先輩みたいに夢を持っていたら、もっとうまくいったのかなぁ）

　カルーアミルクをちびちび飲みながら、小さくため息をつく。

「でも、結局正社員になれないなら意味がないというか。このままだと住所不定になって、日雇い派遣で食いつなぐことになりそうなんです……」

「それは厳しいな……」

　遠藤は困ったように眉を下げて、グラスを綺麗に磨く。

「一旦実家に帰って、立て直してみたら？　住むところだけでも確保して、地元で就職するのも一つの手だよ」

「……それは……ちょっと」

　涼音は言いにくそうに口をもごもごとさせる。彼女にとって、実家に泣きつくというのはできるだけ避けたいことだった。

「もしかして、帰ってくるなとか言われてるとか？」

「いや、むしろ帰ってこいって言われてるんです。元々、私が上京したいって言ったとき、両親は反対していたので」

「なんだ、じゃあちょうどいいじゃん」

「そうですね。両親としてはちょうどいいんだろうな、と思うんですけど……」

「歯切れが悪いけど、何か理由があるのかな？」

「そうなんですよ。実は……」

　涼音が上京する日、見送りにきた両親はこんな言葉を残していた。






「涼音が東京でやっていけるはずがないわ」

「ああ。必ず戻ってくるはずだ」

「そうなったら見合いでもして、落ち着くんだね」

「お前みたいな女でももらってくれそうな男を見繕ってやろう」






　つまり、涼音が実家に帰れば、両親が選んだ男と見合い結婚をさせられることになるのだ。

　そのことを遠藤に話すと、彼は困ったように眉を下げた。

「なるほどな……強制的に結婚させられるのか」

「はい……だから、実家に泣き付くのだけは避けたいんです」

　幼馴染みと結婚した遠藤や、大好きな人と結婚することになった絢のことを考えると、なんだか空しくなってくる。

「でも、そんな意地を張っている場合じゃないでしょ。住む場所がなくなるのはまずいよ」

「う……そ、それは……」

　返す言葉がなくて、涼音はお茶を濁すようにカルーアミルクを飲む。甘いカクテルなはずなのに、何故か苦みを感じた。

　これまでそれなりに節約してきたので、しばらく生活できる金はあるものの、無職では賃貸契約をするのは難しい。住所不定だと安定した職に就くのはまず無理。

　実家に帰れば、親のいいなりになる未来しかない。

　涼音は完全に詰んでいた。

　しかし、このことに今の今まで気づかなかったわけではない。自分が置かれている状況くらい分かっていた。

（今思うと、ここに来たのは遠藤先輩に尻を叩いてもらうためだったのかもしれないな……）

「とりあえず、今日はうちに泊めてあげるから」

「お気遣いありがとうございます。でも、先輩、この間お子さんが生まれたばっかりですよね」

「それはそうだけど……」

「お子さんがいるところにお邪魔するわけにはいきません。今日はネカフェに泊まるので、大丈夫です」

「ネカフェって……大丈夫じゃないでしょ……。こんな夜中じゃホテルも取れないだろうし……。せめて、明成さんみたいな信頼できる人の家に泊めてもらうとか」

「え、明成さんって誰ですか？」

「うちの常連さんだよ。どこの馬の骨かも分からない奴に大事な後輩を預けるわけにはいかないけど、明成さんなら俺も安心できるし……って、すみません、いきなり話題に出しちゃって」

　遠藤は苦笑して、カウンターの奥にいる客を見る。そこには、少し痩せている二十代甲板くらいの男性がいた。

（明成さんって、あの男性のことだったんだ……）

　涼音も男性のほうを見ると、彼と目が合った。なんだかどこかで見たような顔だが、知り合いではないはずだ。

　何もかも見透かすような瞳で涼音を見た彼は、グラスを置いて口を開く。

「行く場所がないなら、俺の部屋を使うといい」

「……へ？」

　突然のことに、涼音は目を丸くした。まさか、そんなことを言われるとは思っていなかったのだ。

「明成さん、いいんですか？」

「ああ、構わない」

「良かった！　これで俺も安心できますよ。よろしくお願いします」

　どうやら明成と呼ばれた男性客は、遠藤にかなり信頼されているようだ。

「え、ちょっと待ってください。いきなりそんな、知らない男性のところに泊めてもらうなんて……」

　涼音が狼狽えると、遠藤は不思議そうに軽く首を傾げた。

「あれ、涼音ちゃんは知らなかったのか。あの顔、見たことない？」

「え……それは……見たことはあるような気がしますけど……」

「そっか。涼音ちゃんも見たことあるんだな。まあ、それなりに知名度ある人っていうか、今をときめく人だからな、明成さんって。色んなコンペで勝って、賞ももらって、テレビや雑誌にも出たりしてる人気の建築家なんだよ。カリスマ建築家とか、イケメンすぎる建築家とか言われててさ」

「そうだったんですか……！」

　涼音はもう一度まじまじと明成の顔を見てみる。

（確かに、テレビで見たことあるかも……。あと、美容院に行ったとき読んだ雑誌に載っていたような気がする）

　涼音は建築について詳しいわけではないが、そんな彼女でも見覚えのある人物ということは、相当有名な部類なのだろう。

「二十代なのに、建築設計事務所の代表でもあるんだよ。しかも独身、彼女なし」

「待て。最後の情報は必要か？」

「必要ですよ！　既婚者だったり彼女持ちだったりしたら、後でゴタゴタするかもしれないし」

「それは……確かにそうだな」

　そこまで考えていなかったのか、明成は小さくうなずいた。

「とにかく、明成さんの家はネカフェよりは安全だと思うよ、涼音ちゃん」

「いや、うちはセキュリティもしっかりしているし、どこよりも安全だろう。それと、俺は君に絶対に手を出さない」

　明成は涼音の瞳をまっすぐに見つめて、誓ってくれた。さっきまで怪しんでいたのが嘘のように、涼音は安心感を覚える。

（不思議だけど、この人は嘘をつかない。そんな気がする）

　一応同意はしたものの、押し切られたような形で、一晩明成の部屋に泊まることになったのだった。






　会計を済ませた明成がタクシーを呼び、涼音とバーを出た後、遠藤は思い出したように口を開く。

「そういえば、明成さんって人間に興味なさそうな人だったような……。酒と建築以外どうでもいいってスタンスで。……それなのに、女の子を泊めてもいいだなんて、珍しいな」

　何か意味があったのか。それともただの気まぐれか。

「あの人、基本的に何を考えてるのか分からない感じの人だからなぁ……」

　明成がどんなことを考えて涼音を泊めようと思ったのか、遠藤に推しはかることはできなかった。







＊








　このタクシーに乗ることになった経緯を思い返し、涼音は今の状況のおかしさを改めて実感する。

（偶然バーに居合わせた建築家の家に泊まることになるなんて、昨日の私に言ったら意味が分からないって笑われそう……）

　そんなことを考えながらぼんやりしていたら、タクシーがゆっくりと停車した。

　窓の外を見ると、そこには白を基調としたシンプルで洗練されたデザインの家があった。

（私、ここに一晩泊まることになるんだ……）

　少し速まる鼓動を感じ、胸を手で押さえながら、涼音はタクシーを降りた。






　家に着いてから、明成はシャワーやトイレの場所の説明をして、涼音がしていいことを告げてくれた。

「シャワーは好きに使ってくれて構わない。冷蔵庫のものも、酒以外なら何を食べても飲んでもいい」

「分かりました」

「俺は今から仕事を始めるが、気になることがあったら聞くように」

「はい。ありがとうございます」

　涼音は早速、シャワーを借りることにした。

（そういえば、もう午前一時過ぎなんだよね。それなのに、今から仕事を始めるんだ……）

　明成のことを少し考えつつ汗を流し、スーツケースに入れていた寝巻きに着替えてリビングに戻る。

「シャワー、お借りしました」

「……」

　明成からの返事はない。作業に熱中しているようだ。

（あんまり話しかけないほうが良さそうだな）

　シャワーを浴びて気持ちが少し落ち着いた涼音は、この家の広いリビングを見回した。座り心地の良さそうなソファと、ローテーブル、薄型の大きなテレビがある。その先にはキッチンと、食事をするためのテーブル。明成は何故かそこで仕事をしている。

　書斎は別に用意されていそうなのにテーブルで黙々と作業をしている明成にも違和感を覚えたが、それ以上に不思議に感じられるものがあった。

（リビングに、ベッドが置いてある）

　クイーンサイズはありそうなベッドが、部屋の端に設置してある。区切りを一切作らないことで、広々とした空間を演出しているのだろうか。ホテルのスイートルームのような印象を受けた。

（私はソファで眠ればいいのかな？　でも、もしかしたら来客用の部屋があるのかもしれないし、聞いてみよう）

「すみません、私はどこで寝たら……」

「そこのベッドを使うといい」

　明成はノートに何かを走り書きしながらも、リビングに置いてある立派なベッドを指さした。

「え、でもそれじゃあ……えっと……明成さん、はどこで眠るんですか？」

　涼音は少し戸惑いながら、明成の名前を呼んだ。

（すごい馴れ馴れしい感じだけど、下の名前しか知らないから仕方ない、よね……）

　おずおずと明成の表情を確認しようとしたが、うつむいたまま何かを書いている彼の顔は離れたところからでは見ることができない。

「俺は眠らないから気にしなくていい」

「眠らない……？　徹夜をしなきゃいけないほど追い詰められているんですか……？」

　それなら、なんでバーでお酒を飲んでいたのだろう。涼音が疑問に思ったその時、明成は手を動かすのを一旦止め、顔をあげた。

「いや……さっき言ったのは少し語弊があったな。俺は眠らないんじゃなくて、眠れないんだ」

「眠れないんですか……？　それって、まさか……」

「いわゆる不眠症ってやつだな。俺はベッドに寝転がって眠ろうとしても、ろくに眠れないタイプの不眠症だ。薬を処方されたこともあったが、身体にあわなくてな。どうせ眠れないのなら、ベッドにいるより仕事をしていたほうがいいと思うだろ？」

　明成は同意を求めてくるが、いつもすぐに入眠する涼音にはあまり良く分からない世界の話だった。それに、眠れないなら仕事をすると思うほど仕事人間でもない。

「でも、それじゃあ身体が持たないのでは……？」

「案外なんとかなる」

「そ、そうなんですか……」

「たまに、電池が切れたようにテーブルに突っ伏して眠ることもあるしな。それでうまくやってる」

（それはうまくやってるとは言わないし、やっぱりベッドで横になっていたほうがいいのでは……）

　そう涼音は思ったが、余計なお世話だと思われたくなくて口に出すのはやめた。

「とにかく、俺は眠らないから、そこのベッドも好きに使ってくれて構わない」

「……分かりました。じゃあ、使わせてもらいますね」

　少し申し訳なく思いながらも、涼音はクイーンサイズのベッドに横になった。ずっと使っていないにしてはほこりっぽくなく、寝心地もいい。

　この家は、清掃が行き届いているようだ。彼は綺麗好きなのだろうか。

（明成さんは、こんなにいいベッドでも寝付けないんだな……。そういえば、冷蔵庫の中はお酒とジュース以外のものがほとんど入ってなかったけど、食事はどうしてるんだろう。ろくに眠らず、まともな食事もとってないのだとしたら……すごく、不健康な生活を送ってるんじゃ……）

　そこまで考えて、自分が心配するべきは自分だと思いいたる。

（そうだ。今は明成さんのことより自分のことを心配しなきゃ。明日になったら、ここを出ないといけないんだし。どうやって生きていくのか、身の振り方を考えなきゃ）

　色々な考えが浮かんでは消えていき、結局結論が出ないまま、涼音はいつの間にか眠りについていた。






　涼音がベッドに横になってから一時間ほど経った頃、明成は彼女が眠れているかどうか確かめに向かった。

　ベッドに近づくと、規則的な寝息が聞こえてきた。どうやら、眠ることができたようだ。

　少しホッとして寝顔を確認したところ、頬に涙が流れていることに気づく。

「……不安なんだな」

　ポケットからハンカチを出して、涙をそっとぬぐう。

「ん……」

　すると涼音は少しだけ声を漏らして寝返りを打ち、明成に背を向ける形になる。

　再び規則的な寝息が聞こえてきて、それとほぼ同時に彼女のシャンプーの香りも漂ってくる。どうやら、明成のものではなく自分で持ち込んだものを使ったようだ。

　明成は他人が出す音や匂いに敏感なほうだ。しかし、涼音の声や香りは特に不快ではなかった。むしろ、好ましい、安心できるとさえ思えるほどだ。

　何故そんなふうに思えてしまうのだろうか。本人にも理解できなかった。

　明成は不思議な感覚と共に、眠気を覚える。何日ぶりか分からないそれに、抗う術があるはずもなかった。






　窓から入ってくる太陽の光を感じ、涼音はゆるやかに目を覚ます。

（もう、朝か……結局、今日からどうするか何も決められなかったな）

　不安を抱えながらも、まぶたを開けると――

「え……？　ええええええ!?」

　目の前に、眠っている明成がいた。しかも、彼の腕は涼音の背中に回っていた。

「なんだ、うるさいな……」

　涼音の絶叫を聞いた明成は、文句を言いつつ目を開ける。

「だ、だって、明成さんがいるなんて、思ってなくて……あの……」

　動揺した涼音がしどろもどろになって話すが、明成はというとマイペースにあくびをしていた。

「ああ……悪かったな。君の寝顔を見ていたら、不思議と俺も眠くなったんだ。眠気が来るなんて久々だったから、つい……」

「て、手を出さないって誓ったじゃないですか……！」

　文句を言える立場ではないと分かってはいたが、そう言わずにはいられなかった。

「手は出してない。抱きしめて眠っただけだからノーカンだ」

　明成は真面目な顔で言い返す。これは、本気で問題ないと思っている顔だ。

「それにしても、こんなに深い眠りにつけたのはいつ以来だったか……。だいぶ頭がすっきりしたな。君のおかげで今日は仕事がはかどりそうだ。ありがとう」

「ど、どういたしまして……？」

（ただベッドの上で眠っていただけなのに、感謝されちゃったよ……）

　涼音は完全に、明成のペースに飲み込まれていた。

「さて、と……」

　明成は涼音の背中にまわしていた手を放し、ベッドを出る。涼音もそれに続くと、明成が真剣な表情でこちらを見てきた。

「……」

　じっと黙り込んで、何か考え込んでいるようだ。涼音は沈黙に耐えられず、口を開く。

「……あの、どうかしましたか？」

「いいことを思いついた」

「いいこと……？」

「ああ。君は今、仕事と住む場所が必要なんだよな？」

「えっと……そうですね。どちらも見つかるとありがたいんですけど」

「それなら、俺専属の抱き枕としてうちに住み込みで働けばいい」

「……はい!?」

　昨夜の提案よりも突飛な話に涼音の声が裏返るが、明成は構わず話を続ける。

「仕事内容は、俺の抱き枕になること。それさえやってくれれば、衣食住を保証しよう。ギャラは要相談だが……新卒の平均年収くらいでどうだ」

「ど、どういうことですか!?」

「どういうことって言われてもな……。君にそれだけの価値があると思っただけだが」

　明成は困ったように眉を下げるが、昨夜よりは心なしか明るい表情をしているように見える。

「ここには君をいじめる正社員もいない。仕事は眠っているうちに終わる。これ以上ないくらい良い環境だと思うが」

「それは確かに、そうなんですけど……」

　がけっぷち状態の涼音にとって、こんなにおいしい話はない。むしろ、良い条件過ぎて申し訳なくなるレベルだ。

（せめて、抱き枕になる以外の仕事もしたいな……）

　涼音が考え事をしていたら、何かを勘違いした明成が口を開いた。

「気に入らないのか？　月給については相談次第であげても構わないが」

「ち、違います！　抱き枕になるだけで、たくさんお金をもらうわけにはいきませんから！」

「じゃあ、この条件でいいんだな？」

　明成はそう言って、涼音に詰め寄る。深い眠りにいざなってくれる存在を手放したくない、という強い意志が伝わって来た。

　これを断ったら、遅かれ早かれ本当に実家に帰らなくてはならなくなるだろう。やはり、それだけは回避したい。

　涼音は明成の目を見て、首を縦に振った。

















第二章












　それから涼音は、明成の抱き枕として彼の家に住み込みで働くことになった。

（働くといっても、同じベッドで眠るだけなんだけど……）

　明成にとっては重要なことなのだが、涼音にとっては衣食住を与えられた上何もせず過ごすようなものだ。

（やっぱり、何か仕事っぽいことがしたい。抱き枕以外で役に立ちたい）

　事務所に向かった明成を見送った後、手持ち無沙汰で明成の家をうろうろしていた涼音は、部屋の隅にあった掃除機を見つける。

「掃除、か……」

　今の時点で涼音ができることといえば、家事くらいだろう。掃除、洗濯、炊事は四年以上やってきたことなので、それなりにやれる自信はある。

　涼音は早速、昼間は家事をしたいという旨を明成に連絡した。すると、すぐに返事がやってくる。

「部屋の掃除はやらなくていい。それ以外は好きにしてくれて構わない」

　真っ先にやろうと思っていた掃除はしなくていいと言われてしまった。

（でも、掃除する必要もないほど綺麗だもんね、この家……）

　おそらく、明成が普段からこまめに綺麗をしているのだろう。涼音が担当できそうなのは洗濯、炊事くらいになりそうだ。

（あとは買い物と、ゴミ捨てとか……？）

　そんなことを考えながら、広々としたオープンキッチンに向かう。掃除の手が行き届いていて綺麗だが、実際に使われている感じはない。ディスプレイのような印象を受ける。

（明成さんって、あんまり自炊しないんだろうな）

　唯一使われていそうなのは、棚に置いてある様々なウイスキーやリキュールの類。明成は相当酒が好きなようだ。

　高そうな酒をチラリと見た後、涼音は改めて冷蔵庫を確認する。一応昨夜も軽くのぞいたのだが、あの時は酒とジュースしか見当たらなかった。

（さすがにそれ以外のものも、ちゃんと見ればあるよね）

　そう思って隅々まで確認したのだが、残念ながら新しく見つけられたのは氷くらいだった。

「この氷も、お酒に入れるためのものなんだろうな……」

　冷蔵庫以外の他の棚も見てみたところ、大量の健康補助食品を発見。それ以外の食料は見つからない。

「ひ、酷い……」

　明成がどんな食生活をしているのか、察することができた瞬間だった。

（これは、ちゃんとした食事を出す必要がありそう）

　涼音は明成から許可をもらい、近くのスーパーで数日分の食料を買い込み、夜に帰ってくる彼のためにスタミナがつく料理も作った。

　ポークチャップ、レバニラ、ほうれん草の胡麻和え、ミネストローネ……どれも同居していた友人、絢から好評だった料理ばかりだ。デザートはさすがに作る時間がなかったので、個人的に好きな市販のプリンを買っておいた。

　ちゃんとした食事を作れば、きっと彼も喜んでくれる。抱き枕以外のところでも役に立てるはずだ、と涼音は思っていたのだが……。

「君はよく食べる人なんだな」

　事務所から帰ってきた明成は、テーブルに並んだ料理を見てそんな感想をつぶやいた。そして、ウイスキーとグラスを手に取りリビングを出て行こうとする。

「ちょ、ちょっと待ってください！」

「……？　なんだ？」

「さっきメッセージでお夕飯を作りますって送って、分かったと返って来た記憶があるんですが……」

「ああ。自分の夕飯を作るって意味じゃなかったのか？」

「一応、明成さんの分も作るって意味で……」

　涼音が小さな声でそう言うと、明成はハッとした顔でもう一度テーブルを見る。

「……悪い。まさか俺の分まで作るつもりだったとは」

「じゃあ、もしかしてもうお夕飯、食べてこられたんですか？」

　だがそれにしては、帰ってくるのが早い。涼音が不思議におもっていると、明成は少し気まずそうに視線をそらした。

「いや……食べてはいない」

「それなら……」

「……悪いんだが、接待以外で食事に時間を割く気になれなくてな。それと、脂っこいものはあまり好みじゃない」

「そ、そうだったんですね……。私、明成さんの好き嫌いを考えずに作っちゃいました。ごめんなさい……」

「君が謝る必要はない。俺のほうがおかしいんだ。それは自分でもよく分かってる」

　落ち込む涼音を前にして、明成は少し申し訳なさそうに「ミネストローネは後で気が向いたら食べる」と言ってリビングを出て行った。

（自分のほうがおかしい、だなんて……なんでそんなことを言うんだろう。いや、確かに常識的かというとそうではないんだけど……。やっぱり日々の健康のためにもちゃんと食事はとって欲しい……でも無理強いはしたくない……！）

「ああもう、わけ分からなくなってきた。とにかく食べよう！」

　涼音は半ばやけになりながら、明成の分まで食べきった。さすがにプリンまでは手が出ず、デザートは明日に持ち越しとなった。






　その日の夜、涼音は明成よりも先にベッドに入った。昨日も（気付かないうちに）抱き枕扱いをされていたのだが、仕事として抱き枕になるのは今日が初めてだ。

　すぐに眠れるタイプである涼音も、いつも通りに入眠することはできなかった。

（明成さんが昨日眠れたのはたまたまで、今日は眠れなかったら？　私はここから追い出されるのかな。そうなったら、どうしよう……）

　緊張と不安で、鼓動が速くなる。

　しばらく自分の胸を押さえながら明成を待っていると、彼は日付が変わった頃にベッドにもぐりこんできた。

　向かい合わせにならないよう涼音は外を向いているため、彼は後ろから抱きしめる形になる。彼の細い腕が伸びてくる……と思ったのだが。

（あれ……？　思ったよりしっかりしてる、かも……）

　男性らしい腕に抱きしめられ、彼のあたたかい体温を感じて、思わずドキドキしてしまう。

「ふぅ……」

　安心したような吐息を漏らし、明成はそのまますぐに眠ってしまう。不眠症だったなんて、信じられないほど早い入眠だった。

（このままだと、私のほうが不眠になっちゃいそう……！）

　そんなことを考えていたが、彼の規則的な寝息を聞いているうちに、意外とすんなり眠ってしまったのだった。
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　それから涼音は、明成の役に立つためには彼自身ことを知るところから始めたほうがいいと思いいたった。

（まずどういう人なのか知って、彼の好みに合った料理を作れば食べてもらえるかもしれないし……）

　とりあえず、共通の知り合いである遠藤に電話をかけてみる。色んなことがあって連絡するのを忘れていたため、抱き枕として住み込みで働くことになった旨を報告した。

「え……？　本当に明成さんの家に住んでるの!?　冗談じゃなくて!?」

　スマートフォンから耳を離したくなるほど大きな声で、遠藤は叫んだ。

「本当なんです。……あ、添い寝しているだけで、やましいことは一切ないですよ」

「そうか、良かった……いや、いいのか……？」

「一応、衣食住と仕事を見つけたので、いいんだと思います。多分……。でもまだあまり馴染めていないというか、明成さんがどんな人なのかよく分からないんです。だから先輩に色々と聞きたいなと……」

「あー、なるほど……」

　納得したようにそう言った後、遠藤は申し訳なさそうに言葉を続ける。

「ごめん。実は俺もあの人の個人的なことはよく知らないんだ。仕事は期待以上の結果を出すし、遊んだりしない真面目な人ってことくらいだな。あとは酒に強くて悪酔いを全くしないとか、つまみはナッツ類だけとか」

「なるほど。お酒に強くて、ナッツ類は嫌いじゃない、と……」

「悪いな、あんまり力になれなくて」

「いえ、ありがとうございます。手探りになりそうですが、頑張ってみます」

「ああ。応援してるよ」

　通話を終えた後、涼音はインターネットで明成のことを調べてみることにした。彼は有名な建築家なのだから、検索すればある程度の情報が出るはずだ。

　フルネームは知らないので「明成　建築家」で検索してみたところ、「倉野くらの明成」という建築家がヒットした。

（倉野明成……若手だが確かな実力のあるカリスマ建築家、か。雑誌のインタビューとかも受けてるんだな。テレビにも出てるけど、バラエティとかじゃなくて真面目な番組がメインみたい）

　少し下世話な記事が多いサイトを見てみると、実家が資産家だとか、容姿がいいこともあり、建築とは関係ない方面のファンも急増中だと書かれていた。

　また、そういう噂が立ち始めてから、本人はメディア露出を避けるようになった、とも。

　さらに読み進めていくと、同年代で明成のライバルである建築家、三河みかわ正治まさはるとは不仲であることまで書かれている。

（このあたりは眉唾ものだな……。あんまりこういうゴシップを鵜呑みにするのは良くないかも。本人がすぐそばにいるんだから、本人の言葉を聞こう）

　涼音は明成が手掛けた作品を確認した後、検索をやめた。






　それから数日、涼音は明成の言動を観察したり、さりげなく話しかけたりして彼自身を知ろうと努力した。彼はおしゃべりなタイプではないので自分のことについてあまり多くは語らなかったが、そのような中で分かったことは、大きく分けて三つある。

　一つ目は、明成は仕事熱心だということ。

　いわゆる仕事中毒、ワーカホリックというやつだった。眠れないから仕方なく作業をしていたわけではなく、進んで作業を続けていたのだ。涼音のおかげでぐっすり眠れるようになってからも、寝る時間以外は仕事に没頭している。

「君のおかげで効率が良くなった。受けるか悩んでいた案件も調整できそうだ。ありがとう」

　そう感謝された時涼音は嬉しかったのだが、よく考えてみるとそれがいいことなのかどうか悩ましいところだった。

（余裕ができた分、休んでもらいたかったんだけどな……）

　しかし明成に休日という概念はないようで、事務所が休みの日でも一日中書斎やリビングで作業をしている（場所を変えるとアイディアが浮かんでくることもあるらしい）。そんな彼を見て、涼音はこれまで何故倒れずに済んでいたのかと小首をかしげたのだった。実はかなり体力のある人なのかもしれない。

　二つ目は、酒と犬が好きなこと。

　酒好きなのはバーで会った頃から分かっていたことだ。ビールやワインはあまり飲まないようで、バーでも家でもウイスキーのような蒸留酒を好むらしい。あまり酒に強くない涼音にはよく分からない世界だ。

　逆に犬好きなのは、涼音としては少し意外だった（犬か猫なら猫派っぽいと思っていたため）。これが発覚したのは、明成のスマートフォンの待ち受けを涼音が偶然見てしまったのがきっかけだ。

「あれ、今のって日本犬ですよね？」

「ああ。紀州犬だな。昔飼っていた犬だ」

　そう言って画面を見せてくれた時の明成の顔は、今までで一番やわらかい表情だった。

「犬、お好きなんですか？」

「そうだな。いつか生活に余裕ができたら飼いたいと思っていたが……難しいだろうな」

　それを難しくしているのは自分自身なのでは……と思ったものの、涼音は口には出さなかった。仕事さえセーブすれば、犬の世話も散歩も十分できる余裕を持てるはずなのだが……。

　三つ目は、他人に興味がなく、人付き合いをする気がないこと。

　明成は、仕事関係の人間以外とコンタクトを取る気がないようだ。さらにプライベートな付き合いも一切しない。生きるのに最低限必要なことはこなすが、それ以外は仕事しかしていないので、当たり前と言えば当たり前だ。

　一度、他愛ない会話のつもりで「明成さんの家っていつも綺麗ですよね。これなら突然友達が遊びに来ても慌てずに済みますね」と言ったら、「俺には友達がいないから関係のない話だな」と返されて空気が凍ったことがあった。そもそも彼は、家に他人を呼ぶこと自体に抵抗があるらしい。

（あれ、じゃあなんで私を泊めてくれたんだろう……？）

　友達がいないということに衝撃を受けてすっかり忘れていたが、明成は彼にとって赤の他人である涼音を自分の家に泊めたのだ。

（元々何を考えてるか分かりにくい人だったけど、これは特に分からないな。本人に聞いてみたい……でも、どんな答えが返ってくるか想像もできないし、ちょっと怖いな）

　座り心地のいいソファに座り、手帳とにらめっこをしながら悩む涼音。しばらくして、後ろから突然声が聞こえてきた。

「明成さんについて分かったこと、か」

「わあああ！」

　涼音は咄嗟に声をあげ、ソファから立ち上がり手帳を閉じる。今の声は間違いなく明成だ。

（こんなに早く帰ってくるとは思ってなかった……）

　心臓がバクバクとうるさい音を立てる。

「あ、明成さん、帰ってらしたんですか……」

　恐る恐る振り返ると、そこには案の定明成が立っていた。いつもより心なしか表情が暗いのは、気のせいだろうか。

「まあな。今日は午後からの打ち合わせもなかったし、家で作業したほうが集中できそうだったから早く帰って来た」

　そう言って、明成は涼音が持っている手帳を見やる。

「それで、その手帳に書いてあったのは……」

「ご、ごめんなさい！　明成さんについて色々知りたくて、この手帳にまとめてました！」

「俺について知りたかったのか……なるほど。ちょっと見せてみろ」

「はい……」

　涼音は観念して、明成に手帳を渡す。彼は手帳を手に取り、読み進めていく。

　手帳のページをめくる音だけが、部屋に響いた。

「……ふむ」

「すみません、こんなふうに自分のことをまとめられたら、嫌な気分になりますよね。私、そこまで考えずに書き留めてしまって……」

「……君は、綺麗な字を書くんだな。読みやすくていい」

「え、そこですか……？」

　予想外の反応をされて驚く涼音。

（もしかして、今のってボケたのかな……？）

　一瞬そんな考えが脳裏をよぎったが、明成は至極真面目な表情をしていた。どうやら本気で言っていたらしい。

「いや、内容に間違いはなかったから、そこは特に言及することもないと思ってな。それより、何故俺のことを知りたいんだ？」

　明成は手帳を涼音に返し、不思議そうに聞いてきた。ここで取り繕っても仕方ない。涼音は正直に、明成にまともな食生活をおくってほしいと思っており、料理を食べてもらうため明成について情報収集していたことを告白した。

「……なるほど。料理を食べてほしくて情報収集した割に、食についてはほとんど書かれてないが」

「あっ……！」

　明成のことを知る、というところに集中しすぎて、食の好みについて調べるのをすっかり忘れてしまっていた。

（結局、酒好きなのと脂っこいのが苦手なのくらいしか分かってない……！）

　涼音がハッと目を見開いたのを見て、明成は破顔した。初めて見る彼の笑顔に、少しどきりとする。

「ふっ……君は、結構おっちょこちょいなところがあるんだな」

「そ、そうかもしれないですね。前の仕事では、ミスが少ないこと評価されていたのに……」

「ははっ、いや、いいよ。おかげで少し気分が良くなった。ありがとう」

　明成は楽しそうに笑った後、軽くため息をつく。

「何か、あったんですか……？」

「ああ……少しな。実はついさっき、少し嫌なことがあって。事務所にいたら気分が悪くなりそうだから、帰ってきたんだ」

　どうやら、今日早く帰って来たのには理由があったらしい。

（私のおっちょこちょいで嫌な気持ちが減ったなら、良かったのかも）

「本当はすぐにでもここで仕事をするつもりだったんだが……君と話していたら、少し休憩を取りたくなってきた。君にとっては、俺の好みを聞くいい機会だな」

「あ……そ、それなら色々聞きたいです！」

「そうか。じゃあそうしよう」

　こうして涼音は、明成の好みの食材や料理について聞くことができたのだった。
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　色々と聞いてみた結果、明成が好むものを知ることができた。途中で何故か涼音が好きな食べ物（主にプリン）の話になってしまったが、必要な情報は手に入れられたはずだ。

　涼音は会話の中で自分が手帳に書いたものを見返す。

　野菜や果物は基本的になんでも食べられる。魚は火を通してほしい。肉類は、脂身の少ない部位（ヒレやささみ等）を好む。洋食と和食なら和食派なんだとか。スイーツは甘さ控えめのものが好みらしい。

（そう考えると、初日の食事はアウトだったな……。次の日の朝食でミネストローネとプリンを食べてくれただけでも御の字だったのかも）

　明成からしたら、涼音の行動はありがた迷惑というものだっただろう。

　相手の好みを考えずに食事を作ってしまったことを反省しつつ、涼音は彼が喜びそうな和食を考えた。

　こうしてでき上がった献立が、アジの塩焼き、だし巻き卵、筑前煮、アサリの味噌汁だった。

（これなら、食べてくれるかな……）

　その日の夜、涼音は彼の前に渾身の料理を出した。すると、彼は自然に手を合わせ、食べ始めた。

「ど……どうですか……？」

　おずおずと明成の顔を見てみると、彼は微笑んだ。それは愛犬の写真を見せた時のような、優しい笑みだった。
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「美味いな」

　明成から発せられたのは、この一言だけだった。その後も、彼はただ黙々と食べ進めるだけ。

　しかし、涼音にとってはそれが一番の褒め言葉だった。

（なんだろう、すごく嬉しい……！）

　前職でいい仕事をして褒められた時よりも、大きな喜びを感じていた。健康補助食品が主食の彼が、自分が作った食事を美味いと言って食べてくれている。

　ここまで来るのに、一週間かかった。

（また、明日からも頑張ろう）

　涼音は心の中でガッツポーズをした後、自分が作った料理に手を付ける。食材本来の美味しさを楽しめる優しい味付けに、思わず頬がゆるむ。

　そんな涼音の様子を見て、明成は目を細めた。

「君は……本当に美味そうに食べるな」

「そ、そうですか？」

「ああ。食べている君を見ているだけで満足してしまいそうだ」

「えっ……じゃあ、私は一緒に食事しないほうがいいですか!?」

　慌てた涼音が食事を止めると、明成はクスクスと笑う。

「ふっ……そんなことはしなくていいから。むしろ、君は一緒にいてくれたほうがいい気がする。特に根拠はないけどな」

　楽しそうに笑いながら、明成はだし巻き卵をひと切れ食べる。

　初めて会ったときの、クールで何を考えているのか分からない彼とは違う人間のように感じられた。それだけ、彼が心を開いてくれたのかもしれない。
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　明成が普通に食事を取るようになってから、三日経った夜のこと。

　彼の抱き枕として眠るのにもそれなりに慣れてきた涼音は、思い切って聞きたいことを食事中に聞いてみることにした。

「そういえば、ずっと気になっていたことがあるんですけど……」

「気になっていたこと……？」

「はい。明成さんって、その……あんまり人と関わるのが好きじゃないですよね？　他人を家に呼ぶなんてもってのほかというか……」

「そうだな」

　明成は当然という顔でそう答え、鶏ときのこの炊き込みご飯を口に運ぶ。

「でも……初対面の私を、家に入れるどころか泊めてくれましたよね。前からそれが不思議で……」

「……なるほど。確かに不思議に思うだろうな。俺もあのときは、自分自身の言動に驚いた」

「えっ、明成さん自身も驚いてたんですか!?」

「ああ。どうしてあんな言動をしたのか考えてみたんだが……あれは酔って魔がさしたのではなく……多分、昔の自分を思い出したからだな。俺も、君と同じように実家を離れて上京してきたから」

　明成は味噌汁を飲み干し、話を続ける。

「君は、俺について調べたと言っていたな。それなら、俺の実家のこともどこかに書かれていたんじゃないか？」

　インターネットの記事に「実家は資産家？」と書かれていたことを思い出す。

「あ、そういえば……」

「倉野家は古くから続いている資産家で、自分で言うのもあれだが地元では相当有名だ。バカでかい私邸も持っているし、正直働かなくても生きていける……」

　明成はハァと小さくため息をつき、言葉を続ける。

「だが、俺は親族の反対を押し切って上京し、兼ねてからの夢だった建築家になった。君と同じで、親族からはどうせうまくいかずに泣き付いてくると思われていたが……あいつらの期待を裏切ることができた。建築家として成功しつつあるから、実家も何も言ってこないが、世間はそうじゃない。金持ちの坊ちゃんが遊びでやっていると思われたくなかったから、これまで休みなしで働き続けた」

　明成の言葉を聞いて、涼音はやっと彼が仕事中毒になった理由を知ることができた。

（建築家の仕事自体が好きっていうのもあるんだろうけど、遊びだと思われたくなかったのが、一番の理由なんだろうな）

「明成さんは、夢を叶えたんですね」

「そうだな。子供の頃の夢は叶えたが……今の夢は違う。もっと良いものを作り続けて、いつかプリツカー賞を獲れるような建築家になりたい……と思ってる」

　明成は少し照れくさそうに微笑んで、そう言った。

「……あ、プリツカー賞というのは建築界のノーベル賞みたいなもので、世界的に評価された建築家が受賞しているんだが……」

　涼音がプリツカー賞のことを知らないだろうと思った明成が、賞について色々と話してくれる。実際どんな賞なのか知らなかった（すごい賞だろうというのは話の流れで理解していた）ので、涼音はありがたく話を聞いていた。

「プリツカー賞以外にも、ゴールドメダルのような長い歴史を持つ賞もあって、日本人も数人受賞していてな……」

　賞の話から、明成は有名な建築家について話し出す。まるで少年のように目をキラキラさせながら話す彼に、涼音は羨ましさを感じていた。

　明成は涼音の境遇を知って昔の自分を思い出したと言っていたが、涼音と明成の共通点は、実家の反対を押し切って上京したことくらいだ。

（私は、明成さんみたいに立派な夢を持ってない。今だって、流されたような形でここにいるだけ……）

　彼に食べてもらえるような料理を作った時もそうだが、涼音は目の前のことを一生懸命こなすことはできる。だが、明確な夢や目標を持ったことはなかった。

（私は、何がしたいんだろう。……私にも、いつか夢を見つけられる日が来るのかな）

　建築について語る彼の言葉を聞きながらも、涼音は頭の片隅で自分の夢や将来について考えていたのだった。
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　翌朝、起床した涼音の目の前には明成の寝顔があった。

「わっ……」

　この体勢になったのは、初めて泊まった翌日以来だ。これまでずっと後ろから抱きしめられた状態で起きていたのだが、今日は向かい合ってしまっていたらしい。

「すぅ……」

　穏やかな表情で眠っている彼を、涼音は思わず凝視してしまう。目を閉じていても、彼が美形なことはよく分かる。

（あの夜も思ったけど、本当に映画のワンシーンみたいだな……）

　これだけ顔が整っていて、スタイルも良くて、さらに建築家としても優秀となれば人気が出るのも必然と言える。こういう仕事に容姿は関係ないはずなのだが、悲しいことに容姿が良いに越したことはないのだ。

（本人は、そういうの鬱陶しいって思っているかもしれないな。容姿に注目が集まるようになって、露出も控え始めたみたいだし。その分、建築の仕事が増えたのかな。今日なんて事務所は休みなんだから、作業なんてしないでゆっくり休んでほしいんだけど……）

　まともな食事を取るようになって少し血色が良くなった肌を眺めながら、涼音は小さくため息をつく。

　すると、突然閉じていた瞼が開いた。切れ長の目が、私をとらえる。

「人の顔を見てため息をつくとは、失礼な抱き枕だな」

「なっ……！　いつから起きてたんですか!?」

「君が目を覚ましてすぐ。俺も起きようと思ったが、随分熱心な視線を送ってくるから、しばらく様子を見ていたんだ」

「な、なるほど……すみません……」

「いや、見ていたこと自体は構わないんだが、君がため息をついた理由が気になる」

　明成は何故か、涼音を抱きしめる力を少し強める。

「えっと……」

　なんて答えようか悩んでいたら、明成は声のトーンを下げた。

「俺に抱き枕として扱われるのにうんざりしたか？」

「そ、そうじゃないです！　ただ……」

「ただ、なんだ」

「明成さんも、少しくらい休んだほうがいいんじゃないかなと」

「……休み、か」

「ほら、クリエイティブな仕事ってインプットも大事ですよね？　だから、今日は作業を一旦止めて、のんびりするのはどうかなーと……」

　どうせ却下されるだろうと思いつつも、涼音は一応提案してみる。

　すると、明成は少し考える素振りを見せた。涼音から視線をそらし、しばらく黙る。

「やっぱりダメですよね――」

「分かった。今日は休む」

「え!?　ほ、本当ですか!?」

　明成の口から「休む」という言葉が出てくるとは思わなかった涼音は、目を丸くする。

「本当だ。だから、もう少しこのまま……」

「ちょ、ちょっと、明成さん……？」

　明成は涼音の制止の声も聞かず、首筋に顔をうずめる。

「二度寝をするのがあこがれだったんだ……」

　そうつぶやいて、明成はそのまま再び眠りについてしまった。

「う、嘘でしょ……」

　彼の穏やかな寝息を聞きながら、涼音は愕然とした。休んだほうがいいとは言ったが、二度寝に付き合うことになるとは思っていなかったのだ。

（でも、二度寝があこがれだったんだよね……。抱き枕役としては、しっかり付き合わなきゃ）

　明成に抱きしめられたまま、涼音も一緒に寝ようと瞼を閉じた。二十代の男女が同じベッドの上にいて、しかもかなり密着した状態で何も起きないというのは逆にすごいことかもしれない。

　明成にそういう気がないというのは始めのほうで分かっていたことなので、涼音も彼の体温を感じながら、それなりに安心して眠ることができたのだった。






　二度寝をはじめてから三時間以上が経過した。明成が目を覚ますと、そこにはすっかり眠りこけている涼音の顔があった。なんだかんだ、彼女も二度寝に付き合ってくれていたらしい。

　少し間抜けな寝顔を写真におさめたい気持ちが湧き上がったが、さすがに嫌がられるだろうと思いやめる。

「あの日とは、全然違うな……」

　涼音に同情し、家に泊めた日。明成は彼女の涙を見た。要領よく振る舞えず、心から頼れる相手もいない。そんな状況で不安を感じている表情が、脳裏に焼き付いている。

　しかし今は、少なくとも不安を抱えているようには見えない。明成のことも、憎からず思ってくれているようだ。

　……好かれているかどうかは、よく分からないが。

　とにかく、明成にとって彼女の存在は予想以上に大きくなりつつあったのだ。

　どうしようもなくかわいそうな女から、貴重な抱き枕に。そして、言葉ではうまく表せない存在へと変化していく。

　まだこの気持ちに名前をつけることはできない。名前をつけてしまったらいけない。

　しかし、明成は彼女に触れる度、心があたたかくなっていることに気づいていた。
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　二度寝とは言えないほどぐっすり眠った涼音が目を覚ましたのは、午後一時のことだった。

（え、もうこんな時間!?）

　慌てて起き上がると、明成がコーヒーを飲みながら一息ついているのが目に入る。先に起きていたらしい。

「すみません、お昼は今から作るので……！」

「いや、その必要はない」

「え……？　もしかして、もう食べちゃいましたか？」

「そういうことではなくて……。今日は休むと言っただろ？」

「はい、そうですけど……それは明成さんが休むって意味で」

「俺だけじゃなくて、君も休め」

　そう言って、明成はコーヒーカップをテーブルに置き、涼音のところにやってくる。

「君が俺の役に立ちたくて頑張っているのは分かるが、毎日手料理を作るのは大変だろう。だから、今日は外に出る」

「外……」

　聞き間違えでないのであれば、これまで事務所と家の往復以外してこなかった明成が、外に出ると言ったようだ（あのバーでさえ、涼音がこの家に来てから一度も行ってなかったのに）。

　信じられない、と涼音は口をあんぐりと開ける。

　そんな彼女の反応を見て、明成は心外だ、という顔をする。

「俺だって、たまには外食くらいする。……本当に稀だがな」

「やっぱり、レアなんですね」

「とにかく、今日は外で食事をする。君の支度が終わったら出るからな」

「あ、わ、分かりました……！」

　涼音は軽くシャワーを浴びた後、自分が持っている服の中で一番まともなものに着替えた。大学の友人に一度だけ合コンに呼ばれた時、浮かれて買ったワンピースだ。こんなところで活躍することになるとは、このワンピースも予想していなかっただろう。

（そういえば、明成さんって資産家の息子なんだよね……。もしかして、高級レストランとか料亭に連れていかれるんじゃ……。私、場違いになったりしないかな？）

　ドキドキしながら明成のところに行くと、彼はいつも仕事に行く時と変わらない服装に着替えていた。ただ、普段から割とキッチリしているほうなので、おかしさは特に感じない。

「えっと……この格好で大丈夫です、かね……？」

「全く問題ない。行くぞ」

　明成はコーヒーを飲み干して、家を出た。彼について行くと、家の前にはタクシーが止まっていた。

（明成さんが呼んでくれてたみたい）

　涼音は明成に促されるまま、タクシーに乗り込んだ。タクシーに乗ったのは、初めて彼の家に行った日以来だ。

　運転手は何も聞かずに、車を走らせる。

「行く場所は、もう決まってるんですか？」

「ああ。ビストロ・スヴニールだ」

「ビストロ・スヴニール……」

　どこかで聞いたか見たかしたことがある店名だった。名前からしてフランス料理を出しているところなのだろうが、涼音はその手のレストランとはあまり縁がない。

（なんで聞いたことがあるんだろう。テレビに出てたとか？）

　記憶を探りながらしばらく考えて、やっと覚えがあった理由に気づく。

「あっ……」

「どうした？」

「ビストロ・スヴニールって、明成さんが設計したお店ですよね？」

　以前、インターネットで彼が手掛けた建物を調べた時出てきた店の一つだったのだ。ちなみに、遠藤がバーテンダーをつとめるバーも実は明成が設計したものだった。

「知ってたのか。驚いたな」

　明成は少し意外そうな顔をしつつも、はにかむ。

（名前は覚えてるけど、どんな建物だったかは思い出せないな。お店に入るのが楽しみ。……でも、ビストロっていうところで気後れしてしまうというか……。粗相はしたくないな。テーブルマナーとか気をつけなきゃだよね。フォークとスプーンは外側にあるほうから使えばいいんだっけ？　食べ終わった後はどこに置くんだったかな……）

　少し心配になりながら手元を眺める涼音を見て、明成は口を開く。

「気軽に使えるカジュアルな場所だから、気負う必要はないぞ」

「そ、そうなんですか？」

「そうそう」

　明成が、いつもはしないようなくだけた言い方で緊張をほぐそうとしてくれている。彼なりの気遣い、というものだろう。

（でも、良かった……。おかげで、本当に緊張がほぐれてきた気がする）

　休むために外食に行くのだから、それで気疲れしてしまっては元も子もない。

　涼音は、彼との食事を楽しむことを一番に考えることにした。






　しばらくして、タクシーが「ビストロ・スヴニール」の前で停車した。パリの一角にあってもおかしくない、洒落た外観のレストランだ。

　青い扉を開けると、まだ若そうなシェフが出迎えてくれた。

「いらっしゃいませ、お待ちしておりましたよ」

　そう言って、シェフは窓際の席に案内してくれる。落ち着いた店内には、涼音と明成以外の客がいないようだった。

　それもそのはず。時間は午後の二時。既にランチの客は帰っている時間だ。

「急に連絡して、悪かったな」

「いやいや、全然大丈夫っすよ。ちょうどお客さんも来ない時間帯だし、じっくり接客できますし。……それより、あの明成さんが恋人を連れてくるとは思わなくて驚きましたよ！」

「えっ……？」

　恋人という響きに驚き、涼音は目を見開く。

「あれ、この反応は……恋人じゃないんですか？」

「そうだな。彼女は恋人じゃなくて……」

　明成はなんて表現するか悩み、少し間をあける。

「……仕事仲間みたいなものだ」

「あーなるほど。そういう感じなんですね」

「中室涼音といいます。よろしくお願いします」

「俺はこの店のシェフをやってる矢原です。よろしくお願いします。……それで、今日はどうしますか？」

　シェフにそう聞かれて、明成はフルコースをお任せで頼む。涼音は苦手なものを聞かれたが、「特にありませんよ」と答えた。

「じゃあ、俺特製のとびきり美味しいフルコースをお出ししますね」

　自信満々の表情でそう言って、シェフはキッチンに入っていく。その様子を見て、明成は少し呆れたように笑った。

「相変わらずだな」

「あの、シェフとはお知り合いなんですか？」

「ああ。あいつは大学時代の後輩だ。大学を卒業してからフレンチシェフを目指すことにしたやつでな」

　明成がそう説明をし始めたところ、矢原が話に入ってくる。

「そうなんです。卒業後に、俺がなりたいのは建築家じゃなくてシェフだった！　ってやっと気付いて、イチから料理の勉強をしたんです」

「すごいですね……！」

「ふふっ、そうでしょ？　さすがに、周りには遅すぎるって反対されましたけどね。でも、自分でこうして店を構えられるまでになりましたし、思い切って夢を追いかけて良かったです。遅すぎるなんてことはないって思いましたよ」

　矢原は嬉しそうに話ながら、前菜の準備をしている。

（夢を追いかける、か……。これまで何もしてなかった私でも、遅くはないのかな）

　そんなことをぼんやり考えていたら、野菜のマリネが運ばれてきた。二人の前に綺麗に盛り付けられた料理をコトリと置いた矢原は、「そういえば……」と話し出す。

「なんか、中室さんって聞いたことある名前だなと思ったんですけど……もしかして、竹見って知ってます？」

「へ……？」

　前の会社で交流があった人の名前が突然出てきて、涼音はポカンと口を開ける。

「その顔、知ってるんですね。いやーまさか話に出てた中室さんがあなただったとは……」

　一人納得したような表情で、矢原はうんうんとうなずく。

「矢原さんは、竹見さんのことを知ってるんですか？」

「ええ。実は高校時代の同級生で、今でも交流があるんです。半年くらい前に飲んだ時、派遣だけど仕事ができる子がいるって話してたんですよね。名字が中村じゃなくて中室っていうのが珍しくて、記憶に残ってただけなんですけど」

「そうだったんですか……」

　自分の知らないところでそんな話をされていたとは知らず、涼音は少し嬉しくなる。

（仕事ができるっていうのは褒めすぎな気もするけど……）

　でも、少し自信がついた。半年前の時点でそう評価されるくらい涼音は頑張っていたのだ。

「いやー世界は狭いなぁ。でも、今は明成さんと仕事仲間なんですよね？　もしかして、ヘッドハンティングされちゃったとか？」

「まあ、俺が勧誘したのは間違いないな」

　明成の言う通り、間違いではない。真実かと聞かれると微妙なところだが。

「なるほど。優秀な人は自分にふさわしいところに行くものですよね。自分の実力に見合った仕事をしないとね」

　矢原はニカッと笑い、キッチンに戻っていった。

　その後も、涼音と明成の好みに合わせた料理が次々と出てくる。

「料理が美味しくて、お店の雰囲気も良くて……いいところですね。そういえば、明成さんはこのお店のどこに力を入れたんですか？　特に見てほしいところとか……」

「そうだな……」

　話題を振ってみたところ、明成はこの店の建築について話し始めた。先日聞いた有名建築家とはまた違う、彼自身の話だ。

「あそこの設計は最後まで悩んだんだが、矢原の意見も取り入れて……」

　普段はあまり話さないタイプの明成だが、やはり建築のこととなると楽しそうに言葉を紡いでいく。

（明成さんは、本当に建築が好きなんだなぁ……）

　これだけ楽しそうに話す姿を見ていると、自分も建築に興味が出てくる。今まで縁のなかった分野だが、少し勉強してみたいという気持ちが芽生えていた。

「ご歓談中すみません。デザートはどうしますか？」

　このままだと聞くタイミングを失いそうだと思ったのか、矢原が申し訳なさそうに話に入ってくる。

「デザートか……。そういえば、君はプリンが好きだったよな？」

「あ……は、はい。好きです」

　そう答えながらも、涼音は内心驚いていた。以前明成の好物を聞いた時、話の流れで涼音が好きな食べ物も答えたのだが……他人に興味がない彼が、自分の好物なんて覚えていないと思っていたのだ。

（仕事関係のこと以外に脳を使いたくないって感じの人だったはずなのに……ちょっと意外かも）

「それならちょうど良かった。クレームブリュレを用意しますね」

　矢原はにっこりと微笑んで、キッチンに戻っていく。

　それからしばらくして、香ばしい香りのクレームブリュレが運ばれてきた。

「カラメルを割って、お召し上がりください」

　矢原に言われた通り、涼音はクレームブリュレのカラメルをスプーンで割る。そして下のクリームと一緒に口に運んだ。

「ん……美味しい……！」

　クリームの甘みとカラメルのほのかな苦みがちょうど良く混ざっている。

（これが幸せの味……！）

　フルコースを食べてきたので既に満腹に近い状態だったのだが、やはり甘いものは別腹。涼音はどんどんクレームブリュレを食べ進めていく。

　そしてそんな彼女の様子を、明成は微笑みながら見ていた。

「涼音は本当に、美味そうに食べるな」

　いつになく優しい笑顔で、明成はそうつぶやく。

「そ、そうですかね……？」

　涼音はじっと見られて照れくささを感じながら再びクリームが乗ったスプーンを口に含むが、今までにない違和感を覚えていた。

（なんだろう、すごくドキドキする……）

　鼓動が速くなり、そして顔が熱くなっていく。

　明成の微笑みは、これまでも何度か見てきたはずだ。確かに今日のそれは特別甘い、クレームブリュレも顔負けな笑みのように思えたが、理由はこれだけではない。

　ということは、明成の言葉の中に一番の理由があると考えるのが妥当だろう。さっきの言葉を、心の中で反芻してみる。

（「涼音は本当に、美味そうに食べるな」……涼音……？）

　違和感の正体にやっと気づいた涼音は、ハッとスプーンから口を離した。

　二週間近くこうして過ごしてきたが、明成に名前を呼ばれたのは初めてだった。しかも、下の名前を、呼び捨てで。

（明成さんにとっては、特別でもなんでもないのかもしれないけど……私は……）

　涼音は彼に視線を移し、自分の気持ちを自覚する。名前を呼ばれただけで、胸が高まる。目の前の彼が、輝いて見える。

（好きに、なっちゃってたんだ……）

　唖然としている涼音を見て、先ほどまで微笑んでいた明成は怪訝そうな顔をする。

「もしかして、まずかったのか？」

「え、まずかったの!?」

　明成の言葉を聞いて、ショックを受ける矢原。

「ち、違います！　すごく美味しいです！」

　その後涼音は誤解を解くため、ひたすら矢原の料理を褒めることになった。

















第三章












　涼音は、明成への気持ちを自覚したのだが……その途端、慣れつつあった抱き枕としての仕事で妙に緊張するようになってしまう。

　好きな人に触れられて、彼の体温を感じながら眠るというのは、至難の業だった。

「すぅ……」

　涼音を抱きしめながら気持ちよさそうに眠っている明成の顔をチラリと見る。

（寝顔も綺麗だな……）

　涼音は、ドキドキとうるさい胸を手で押さえつけた。そんな間にも、明成は気持ちよさそうに眠り続けている。

「はぁ……」

（こんなに私は意識しているのに、明成さんはすーすー寝てる。脈なしって、言われてるみたいだな。寝顔なんて見ていたら、余計眠れない気がするし、私もちゃんと目を閉じよう）

　明成から背を向け、瞼を下ろし、なんとか眠ろうと努力する。しかし、眠らなければならないと思えば思うほど、意識はハッキリとしていった。

（不眠症だった頃の明成さんの気持ちが、少しだけ分かった気がする）

　涼音は明成の静かな寝息を聞きながら、ひたすら朝になるのを待ったのだった。






　それから数日、涼音は明らかに元気をなくしていた。睡眠不足というのももちろんあるが、一番の理由は、物理的な距離だけ異様に近い片思いをしていたせいだった。

（好きな人の抱き枕になれるのって、すごくラッキーな気がするけど、距離が近いから逆に、辛い……）

　涼音は、明成にとってある意味特別な存在であることは確かだ。不眠症だった彼が、抱きしめるだけで眠りにつける相手。

　しかし、残念ながらそれ以上にもそれ以下にもなれない。恋愛的な意味で特別な存在にはなりえないように思えた。涼音にとってはそれがもどかしく、悲しい現実だった。

　今夜も気落ちしたまま、ひとまずベッドに横になる。それからしばらくして、仕事を終えた明成が同じベッドに入って来た。いつも通り、彼は自分を抱きしめてすぐに眠りにつくはずだ。涼音はそう思っていたのだが……。

「最近、あまり眠っていないだろう」

　涼音を抱きしめたまま、明成は話しかけてきた。

「え……？」

　予想していなかった質問に、涼音は思わず振り返る。

「俺が気付いていないと思っていたのか？　君の表情や顔色を見れば、すぐに分かる。寝不足だろう。数日前までなんともなかったはずだが……何があったんだ？」

　明成は心配そうに涼音の頬に手を添えようとするが、涼音は思わず彼の手を避けてしまう。

「……俺に触れられるのが、そんなに嫌なのか」

「違うんです、そういうわけでは、なくて……」

　なんて説明したらいいのか。ここで自分の気持ちを伝えてしまえば、きっとこの関係も終わることになるだろう。

（この状況が辛いと思っていたくせに、いざ終わると思うと躊躇するのね、私は……）

　なんて言ったらいいか分からず、涼音は黙り込んでしまう。

　そんな彼女の様子を見て、明成は何か察したように小さくため息をつき、ベッドから出た。

「明成さん……？」

「何故かは分からないが……君は俺を嫌っているようだな。こうして一緒に寝るのが嫌で、ろくに睡眠が取れていないんだろう？　それなら……もう、抱き枕にならなくていい。俺から提案したことだが……無理はさせたくない」

「そんな……！　違うんです、私は……」

　涼音も慌てて起き上がり、明成と向き合う。しかし、中々言葉が出てこない。

（本心を打ち明けるのは怖い……けど……誤解されたまま終わるのだけは、嫌だ）

　小さく呼吸をして、涼音は覚悟を決めた。

「私、明成さんのことが……好き、なんです」

「……それは、俺のことを気遣って言ってるんじゃ……」

「気遣ってるわけじゃないです！　本当に……好きで……。一緒にいるだけでドキドキして……だから、その……寝不足になっちゃったんです」

　しどろもどろになりながらも、なんとか自分の気持ちを言葉にする。

「勝手に好きになって、ごめんなさい……」

　どんな反応をされるか予想がつかず、涼音はおそるおそる顔をあげて彼の顔を見る。

　明成は涼音の言葉を聞いて、ホッとしたように微笑んでいた。

「それなら、俺も謝らなきゃな」

「へ……？　それって、どういう……」

「絶対に手を出さないって約束したが……その約束を守れそうにないから」

　明成はベッドに戻り、起き上がっていた涼音をそっと押し倒す。涼音は予想外の展開過ぎて混乱し、無抵抗でベッドに倒れた。

（ど、どうなってるの!?）

　明成は涼音の頬に手を添えて、そっと触れるだけのキスをする。ちゅっと、小さなリップ音が響いた。
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（え……ええ!?）

　まるで愛おしい相手にするような優しい口付けに、涼音は目を見開いた。

「ど、どういうことですか!?」

「なんだ、分からないのか？」

　明成は意外そうな顔をして、言葉を続ける。

「俺も、君のことが好きだ」

「へ……？」

「……聞こえなかったのか？」

「い、いや、聞こえました！　聞こえたんですけど……明成さんが、私を好きって……」

「別におかしなことじゃないだろう」

「え、でも、えっと……一体、私のどこを好きになってくれたんですか……？」

　自分でも面倒なことを聞いている自覚があったが、明成のような人に好かれているなんて現実味がなさすぎて、聞かずにはいられなかった。

　優秀で容姿端麗な明成と比べて、涼音は平凡な人間だ。好きになってもらえる要素があるとは思えなかったのだ。

「はじめに気に入ったのは香りだな」

「香り!?　ど、どういうことですか!?」

「ふっ、驚きすぎだろう」

　明成は楽しそうに笑って、涼音の首筋に顔を近づける。

「他人の匂いなんて気持ち悪いものでしかなかったのに、君のそれは……俺を安心させる。多分、その時点で俺の身体は君を気に入っていたんだろうな。シャンプーや石鹸のものではない、君自身の香りを……」

　明成は、涼音の首筋の香りを確かめる。恥ずかしくて、涼音は彼の肩を押した。

「そ、そんなに嗅がないでください……」

「嫌なのか？」

「いやというか、その、恥ずかしいので……」

　顔をそらしてそう答えると、明成は喉の奥で笑った。

「恥ずかしい、か。……これからもっと恥ずかしいことをするのにな」

「えっ……」

　両想いの男女がベッドの上で何をするかくらい、涼音も分かってはいるのだが……そう面と向かって言われるとは思っていなかった。

（や、やっぱり、するんだ……）

　一気に、顔が熱くなる。

「でも、その前に君のどこを好きになったのか、ちゃんと説明するべきだろうな。やはり、俺にまともな食生活をさせるために一生懸命になってくれたところだろうか。頑張っている君が、ほほえましかった。……だが、一番好きなのは、嬉しそうな笑顔だな」

　明成は涼音の頬を撫でて、目を細める。

「君の笑顔を見て、太陽のようだと思った。その時俺は、君のことが好きなんだと気が付いた」

「明成さん……」

「気持ちを打ち明けることも考えたが……俺は君の雇い主で、君より強い立場にいる。そんな俺が告白したら、これからの生活を考えた君は、好きでなくても俺の気持ちを受け入れる選択をするかもしれない。そんなことをさせるのは本意ではなかった」

　ポツリポツリと、明成は語った。

（明成さんは、そんなことまで考えていてくれたんだ……）

　彼の誠実さを目の当たりにし、胸の奥がキュッと痛む。

「すみません、私、明成さんがそんなふうに思っていてくれてたのも知らずに……」

「いや、涼音が謝ることじゃない。君は君で、悩んでいたんだろ？」

　明成は優しい声色でそう言って、涼音の頭を撫でる。その優しい所作に、涼音の胸が高鳴っていく。

「君のことが好きだと自覚してから、君を抱きたい衝動と戦うことになった。動揺を表に出さないのは得意だが、さすがに大変だったな。……だが、もう我慢しなくてもいいんだよな。君も、俺のことが好きなんだから」

　そう言って、明成は涼音の唇を塞ぐ。今度のキスは、先ほどの触れるだけのそれとは違った。

「んっ……」

　彼は何度も涼音の唇を食んで、舐める。

「口、開けて」

「は、はい……」

　明成の言う通りに口を開けると、彼は深く口付けた。そして、涼音の舌を絡めとる。

「んっ……ふ……」

　彼のあたたかい舌が口内を蹂躙する。口の中を舐めまわし、味わうように歯列をなぞる。

（キスしてるだけなのに、頭がくらくらする……）

　涼音がキスに酔っている間に、明成はそっと服に手をかける。決して乱暴ではなく、まるで壊れ物を扱うようにゆっくりと服をはだけさせた。

「あっ……明成さん……」

「嫌なら言ってくれ。すぐにやめる」

　彼はまっすぐに瞳を見つめ、そう言った。これは嘘ではないのだろう。涼音が一言でも「いやだ」と言えば、彼は本当にやめるはずだ。

「いやじゃ……ない、です……」

　涼音は明成が勘違いしないように、声を絞りだした。

（私……これから明成さんと……セックス、しちゃうんだな……）

　心臓の音が大きく、そして速くなっていく。期待と不安で、心がいっぱいになる。

「……じゃあ、続けるからな」

　明成は寝巻きを脱がし、ナイトブラのホックも器用に外した。

　涼音の胸が、部屋の空気に触れる。明成は小ぶりな涼音の両胸をゆっくりと揉みしだき、右胸の先端を舌で舐めあげた。

「んっ……！」

　胸の先から、何とも言えない快感が走ってくる。涼音は思わず身をよじった。

「っ……んぅ……」

　彼のざらりとしていて、熱い舌に舐められる度、先端が少しずつ立っていくのが分かった。

「随分、感度がいいんだな。もう立ってる……」

　明成は口角を上げ、左胸の飾りを指の腹でいじる。両胸から、痺れるような快感が襲ってきた。

「あ、それは……あんっ……」

　舌でねぶられ、指でつままれる。強い刺激を受け、身体がどんどん熱くなっていく。

（なんだろう。身体の奥が、じんじんする……）

　涼音は無意識に、膝をこすり合わせた。

　それに気づいた明成が、顔をあげる。

「……もう、下を触ってほしいのか？」

「え……？」

「もどかしそうに、膝をこすり合わせてるだろ」

　そう言って、彼は指をゆっくりと下におろしていく。焦らすようなその行為が、余計涼音をドキマギさせる。

（明成さんに、見られちゃうなんて……）

　緊張して、唇が震えた。

「大丈夫、そんなに緊張する必要はないから」

　明成はあやすように言って、涼音にキスをした。彼の熱い舌が、涼音の口内を再び貪る。

　優しいのに激しい彼の舌使いに、涼音はなんとかついていこうとする。

「ふっ……あっ……」

　甘いキスに涼音が翻弄されている間に、いつの間にかショーツまではぎとられていた。

「っ……」

　涼音は咄嗟に脚を閉じようとするが、既に明成は涼音の内ももに手を滑らせていた。

「そんなふうに逃がさないようにしなくても、俺は逃げないんだが……」

「そ、そうじゃなくて……」

「ごめん、今のはわざと言った」

　明成はクスッと笑い、涼音のやわらかい肌を撫でる。何度か内ももを往復して焦らした後、秘部に指を這わせる。そして指の先で、敏感な部分をこすり上げた。

「はっ……んぁ……」

　くちゅ、といやらしい音が聞こえてくる。どうやら、今のは涼音の秘部から聞こえてきたものらしい。

「もう濡れてるな」

「や、ダメ……！」

　事実を言葉で聞かされて、涼音は思わず否定の言葉を漏らす。

「ダメ……？　それはここで終わりたいって意味か？　それとも……もっとしてほしいって意味か？」

「それ、は……」

「本当に嫌ならやめる。が……」

　明成は涼音の顔を覗き込み、唇に軽くキスをする。

「その顔は、嫌じゃなさそうだな」

　本心を見透かされているような気がして、また顔が熱くなる。

（私って、こんなにいやらしい人間だったんだ……）

　恥ずかしさを覚えながらも、涼音はただ小さくうなずくことしかできなかった。

「むしろ、もっとしてほしいんじゃないか？」

　明成は意地悪に笑って、秘部にある突起をさらりと撫でる。

「っ！」

　突然の強い快感に、涼音は身体をびくつかせた。

「君は、ここが好きみたいだな」

　涼音の反応を見て、明成は秘部からあふれ出る愛液を指に絡めながら、突起を挟んでこすり上げる。

「うっ……んぁっ……」

　胸の突起とは比べ物にならない刺激に、涼音の身体は痙攣してしまう。

「そんなに気持ちいいのか。……可愛いな」

　彼の声色は穏やかだが、指先は意地悪だ。小さな突起を執拗にいじり続ける。

（頭、おかしくなりそう……！）

「あ、明成さん……！」

「なんだ？」

「このまま、触られたら、私……私……！」

「ん……？　どうした。イキそうなのか？」

　こくこくと、涼音は首を縦に振った。しかし、明成は愛撫の手を止めない。

「それなら、一回イッておいたほうがいいだろう」

「はぁうっ……！」

　突起を指で強くこすられて、そこから甘い痺れが涼音の全身に行き渡った。思わず足先がピンと伸びる。

「イッた時の顔も、可愛いな……」

　明成はそうつぶやいて、今度は秘部の中に指を入れた。

「あ、ちょっと……！」

　濡れそぼったそこに、彼の細くて長い指が入り込んでくる。

「んっ……イッたばっかりなのにぃ……」

　少し責めるような口調で言うと、明成は申し訳なさそうに眉を下げ、秘部から指を抜いた。

「悪い……。イッた時の君の顔が可愛かったから、もっと気持ちよくさせたくなったというか……俺も、我慢できなくなってた」

　そう言う明成は、確かにいつもより余裕がなさそうに見えた。

（そっか。私は明成さんに気持ちよくしてもらってばっかりだったんだ……今だって、私だけイッちゃったし……。私も、明成さんに気持ちよくなってもらいたいのに）

「少し、休憩しようか？」

　明成は、自分よりも涼音のことを思って提案してくれる。そんな気遣いに嬉しさを感じながらも、気を遣わせてしまっていることに申し訳なさも感じていた。

「大丈夫です、明成さん。続けてください」

「……本当にいいのか？」

　念を押して聞いてくる彼に、涼音はうなずいた。

「早く、明成さんに気持ちよくなって、欲しいんです……」

　そう答えると、明成は下を向いて小さく息を吐いた。

（あ、あれ……？　なんか、思っていた反応と違うかも……）

「すみません、私、変なこと言っちゃいましたか……？」

　慌てて聞いてみたところ、明成は首を横に振る。

「全然変じゃない。むしろ可愛すぎる、というか……あまり俺を煽らないでくれ。加減ができなくなる」

　少しだけ頬を赤く染めた彼は、涼音にギリギリ聞こえるくらいの声でつぶやいた。

「とにかく……君がいいって言うなら、続けよう」

　まだ濡れたままの秘部に、明成は再び指を入れる。今度は二本だったが、涼音の秘部はすんなりと受け入れた。

「ふぅ……ん……」

　異物感を覚えたが、彼の長い指はすぐに涼音のいいところを見つけてくれる。

「んぁっ……そこは……」

　同じ快感でも、秘部の突起をいじられた時とは違う。激しい快感というよりは、深い快感が身体の奥から湧き上がってくる。

（なんだか……少しくすぐったくて、もどかしいような……）

　これだけでも十分快感を覚えるのだが、きっと、これにはもっと先がある。涼音はそう感じていた。

「気持ちいいのか？」

「えっと……き、気持ち……いいです……」

　羞恥心で爆発しそうになりながらも、涼音は素直に答える。すると、明成は嬉しそうに笑った。

「ふっ……そうか。なら、もっと刺激してやらないとな」

「あっ……！」

　いいところを刺激される度、愛液が溢れ出す。水音が大きくなっているのは、涼音も気づいていた。

「いい音だな。まあ、何よりも耳に心地いいのは、君の喘ぎ声だが」

「い、意地悪なこと、言わないでください……」

「意地悪じゃない。ただの本心だ」

　明成は涼音の耳元で語りかけながら、指で中をほぐす。感じる場所を何度も刺激され、涼音は再び絶頂を迎えようとしていた。

「あっ……んっ……私、もう……！」

「どうした？　もしかして、またイキそうなのか？」

　そう聞かれて何度もうなずくと、明成は「そうか」とつぶやき何故か指を抜いた。

「え……？」

　予想外の行動に驚き、涼音はポカンとした表情で明成を見る。すると、彼はくつくつと笑い始めた。

「や、やっぱり意地悪じゃないですか……！」

「ごめんごめん。意地悪をしたつもりはなかったんだ。ただ……次は俺の指じゃなくて、これでイッてほしかっただけ」

　そう言って、明成はおもむろに服を脱いだ。そして涼音の前に、屹立した彼自身がさらけ出される。

「っ……」

　見てはいけないものを見てしまった気がして、涼音は思わず目をそらした。その間に、彼はスキンをつける。

「……入れるぞ」

　すっかり濡れたそこに、彼の熱くて硬いものを押し当てられる。涼音は思わず息をのんだ。

（どうしよう。あんなに大きいの、私の中に入るかな……？）

　入口を何度か往復し、ゆっくりと中に入っていく。指とは比べ物にならない質量だ。

「……狭いな。だが……入れられそうだ」

　彼に中を広げられ、一気に最後まで入れられた瞬間、涼音はピリッとした痛みを感じた。

「あっ……！」

　痛みと共に、得も言われぬ快感が駆け巡る。涼音は思わず軽く背中を反らせた。その様子を見た明成は、すぐに動こうとしていた身体を止める。

「痛かったよな。無理させてごめん……」

　明成は申し訳なさそうに言って、涼音の頭を優しく撫でる。まだ秘部はじんじんするが、涼音は彼の背中に手をまわした。一糸まとわぬ姿で、彼と密着する。

「謝らないでください。確かに痛かったけど……それ以上に、嬉しいんです。明成さんと一つになれたことが……」

「涼音……」

　明成は目を見開いて涼音の名前を呼んだあと、咬みつくようなキスをする。

「あんまり俺を煽るなと……言ったはずなんだがな……」

　キスの合間に彼はそうつぶやいた。

「ん……ふっ……」

　舌と舌を絡め、口内を舐めあげるような深い口付けをし続けていると、下腹部のじんじんとした痛みが少しずつ引いていった。そして、快感だけが残る。

「あっ……」

「……そろそろ動いても、いいだろうか」

　涼音の嬌声を聞いた明成は、確かめるように小さく腰を動かした。それだけのことなのに、涼音は身体を震わせた。

「んぁっ……」

「ふっ……大丈夫そうだな」

　彼は自身をギリギリまで引き抜き、ゆったりとした動きで奥を突く。

「ふぁっ……あ、明成さん……！」

「悪いが、あんまり加減はできないからな……でも、無理だと思ったら言え」

　最初はゆるゆると律動を始めた明成だったが、すぐに激しくなっていく。

「あっ……ふっ……んんっ……」

　何度も何度も、太くて長い彼の雄が涼音の中をこすり上げる。繋がったところから、淫らな水音が聞こえてくる。

（ああ、もう……頭がとろけそう……！）

　身体を揺さぶられ、快感だけを与えられ、頭が痺れていくような感覚に襲われた。これだけでも十分だったはずなのに、次の瞬間、目の前に火花が散る。

「ひぁっ……！」

　涼音の一番いいところ、最奥を彼が突いたようだった。

「涼音？　大丈夫か……？」

　息を乱しながらも、明成は一旦律動をやめて涼音の様子を伺う。

「大丈夫じゃない、けど……大丈夫……」

「どっちなんだ？」

「気持ちよすぎるだけ、だから……」

「ああ、なるほど」

　明成は少し嬉しそうに微笑み、涼音の唇にキスを落とす。

「君の言いたいことはよく分かった。俺と一緒に、もっと気持ちよくなろうな」

　砂糖菓子のように甘い声で囁かれ、身体が火照る。下腹部が彼を求めていると、涼音自身も気づいていた。

「ひっ……んぁ……」

　彼に最奥を突かれる度、びりびりと身体に痺れが走り、彼のことしか考えられなくなる。

「あっ……はぁ、ん……明成さん、好きです……！」

「俺も、好きだ……！　愛してる……！」

　明成は愛を伝えながら、腰を深く打ち付ける。彼に「好きだ」と「愛してる」と言われるだけで、幸せと快感が涼音を支配した。

（私、こんなに気持ちよくなっちゃって、いいのかな……？　明成さんも、ちゃんと気持ちよくなってくれてるのかな……？）

　涼音は背中にまわしていた手の力を強める。

「んぁっ……ふっ……明成、さん……」

「くっ……なんだ……？」

「明成さんは……気持ちいい、ですか？」

「気持ちいいに決まってるだろ？　むしろ、良すぎて……少し困ってるくらいだ。腰を止められそうにない」

　明成は妖艶に微笑んで、涼音を見つめる。その瞳は、嘘をついているようには見えなかった。

「はぁっ……ん……良かった……。気持ちいいの、私だけじゃなかったんですね」

「当たり前だ。気持ちよくなかったら、こんなに硬くなるわけがないだろう……！」

　明成の表情から、だんだんと余裕が消えていく。

（明成さんをこんなふうにしているのは、私、なんだよね……）

　普段の彼からは想像もできないような興奮で高ぶった雄の顔を見て、涼音の身体の奥がきゅんと締まった。

「っ……そんなふうに締めるなんて、俺を先にイカせようとしてるのか？」

「えっ……？　私は、そんな……」

「……無意識か。全く……困った子だな。ちょっと、お仕置きが必要かもしれないな？」

　明成は口角を上げて、涼音を強く抱きしめがつがつと最奥を突き続ける。

「あっ……ダメ、そんな……私、イッちゃいます……！」

「構わない。俺と共にイこう……！」

　お互い見つめ合いながら、汗ばんだ肌を重ね合う。彼自身が、先ほどよりも質量を増したように思えた。

「……あっ……んっ……」

「はぁっ……はっ……」

　彼の律動が速まるにつれ、涼音の中の何かがせりあがってくる。

「んぅっ……ふっ……私、もう……！」

「ああ……俺も……！」

「あ……ああっ！」

　雷に穿たれたような莫大な快楽が全身を貫き、涼音は背中からのけぞった。目の前が一瞬真っ白になったが、彼の肌と体温だけは確かに感じていた。

「くっ……」

　明成は涼音の最奥を突き、スキン越しでも分かるくらいに吐精した。そしてすぐに、涼音の唇を塞ぐ。

「ふっ……ん……」

　余韻を楽しむように、舌と舌を突き合わせ、絡める。

「ふぁっ……」

　キスをしているうちに、乱れていた息が少し落ち着いてきた。

「ん……あ……」

　何度もキスを繰り返した後、名残惜しく思いながら唇を離す。お互いの唇を繋いでいた糸が、ぷつりと切れた。

「……抜くぞ」

　達した後もしばらく中に入れたままにしていたそれを、明成は引き抜いた。

「んっ……」

　それまで埋められていた場所がぽっかりと空く。

（ちょっと、寂しいかも……）

　そんなことを考えていたら、満足げに微笑んだ明成が隣に寝転がった。

「ふぅ……」

　息を吐く彼の横顔に見惚れた後、涼音はふとまだ確認を取っていなかったことを思い出した。

（聞くのは野暮な気がするけど、やっぱり気になる……）

「あの……聞きそびれていたことが、あったんですけど……」

　涼音はうつむきながら言葉を紡ぐ。

「聞きそびれていたこと？」

「私たちって……恋人になったってことで、いいんですよね……？」

　これで恋人になるとは言ってない、なんて言われたら涼音は立ち直れないだろう。

（明成さん、どんな顔をしてるのかな……）

　おずおずと明成のほうを見ると、彼は困ったように笑っていた。

「恋人に決まってるだろ、全く……。まあ、君が付き合いたくないと言うなら、話し合いの必要があるだろうが」

「そ、そんなことないです！　付き合いたいです！」

「じゃあ決まりだな。俺たちは正式な恋人同士だ。……これからもよろしくな」

「はい。よろしくお願いします」

　どちらからともなくもう一度キスをした後、二人はしばらく見つめ合った。

「本当はずっとこのままでいたいくらいだが……ひとまず、シャワーでも浴びるか」

















第四章












　こうして、涼音は明成と付き合うことになった。

　こうなった以上、雇用関係等の見直しをしなければいけないと明成は言っていたのだが、彼の仕事が忙しくなってしまい中々話を進められずにいた。なんでも、かなり大きな仕事が舞い込んできたらしい。

　そんな中、高級ホテルグループ代表取締役社長、高瀬順のバースデーパーティに明成のパートナーとして涼音が参加することになる。普段からこの手のパーティは断ることが多いのだが、相手が相手なので断らないでほしいと事務所の人間に懇願されたらしい。

（こういうパーティにパートナーを連れて行くっていうのは聞いたことあるけど、私でいいのかな……）

　明成に「涼音がいてくれると心強い」と言われたため、彼の役に立てるならと了承したのだが、やはり不安はあった。

　涼音は明成が用意してくれた美しい赤のイブニングドレス（赤は派手過ぎるのではと涼音は言ったのだが、目立つ色ならすぐに見つけられるからと明成が押し通した）に身を包む。あまりかしこまったパーティではないという話だったが、それなりの格好はしないといけないようだ。

「どうですか……？」

　ドレス姿を明成に見せたところ、スーツを着た彼は嬉しそうに目を細める。

「よく似合ってる。普段の君もいいが、着飾った君も素敵だな」

「あ……ありがとうございます……」

　付き合い始めてから、明成はストレートに気持ちを伝えてきたり、涼音を褒めたりするようになった。彼のハッキリとした物言いに、涼音は嬉しいと感じつつもいつも恐縮してしまう。

「ああそうだ、仕上げにこれを……」

　そう言って、明成は涼音に近づく。キスをされるのかと思って咄嗟に目を閉じると、首に何かがかかった感触がした。

「これは……」

　目を開け、首元を見つめる。そこにはシンプルで上品なパールのネックレスがかかっていた。赤いドレスにパールのネックレスがよく映える。

「これも、明成さんが用意してくれたんですか？」

「ああ。このドレスに合うと思ってな。それはそうと……」

　明成は涼音の耳元に唇を寄せ、小さく囁く。

「目を閉じたのは、キスをされると思ったからか？」

　ベルベットのようなやわらかく心地の良い声で囁かれ、涼音はびくりと肩を震わせる。

「ち……違います……！」

　思わず否定してしまう涼音を見て、明成は楽しそうに笑う。

「バレバレの嘘はつかなくていい。君の期待に答えてやろう」

「ダメ、ですよ……！　今キスしたら……」

「それ以上もしたくなるから？」

「そ、そうじゃなくて……！　メイクが崩れてしまうので……その、グロスが落ちたりとか……！」

「分かった分かった」

　慌てる涼音と、彼女の反応がおかしくてクスクス笑う明成。始めから、本気でキスするつもりなどなかったようだ。

「ふっ……そういうのは帰ってからのお楽しみにしたほうが良さそうだな。……行こうか」

　明成がそっと、涼音の前に手を出す。

（これは……手を取れってこと……だよね？）

　王子様のような所作に少し動揺しながらも、涼音は彼の手を取った。

　そして二人は、既に家の外で待機していたタクシーに乗り、パーティ会場に向かった。






（なんか、すごいかしこまった感じがするんだけど……！）

　レセプションパーティのような会場を前にして、圧倒される涼音。大企業の社長ともなれば、プライベートなパーティでもこの規模になるらしい。

　会場にいる華やかな人々を見ていると、涼音は自分が場違いな人間のように感じてしまう。

（どうしよう、私、ここにいていいのかな……）

　そんなことを考えて立ち尽くしている涼音に、明成は耳打ちをした。

「ここは俺に任せて。君は無理して話さなくていい」

　そう言って、会場に入っていく明成についていく涼音。横顔をチラリと見たら、いつもの彼とは違っていた。いわゆる、営業スマイルを携えていたのだ。

（明成さんって、こういう顔もできたんだった。すっかり忘れてた……）

　テレビや雑誌で見た外向きの顔を思い出し、そのギャップに驚く。

「ああ、お久しぶりです。その節はお世話になりました」

　明成はこの会場でも有名らしく、色々な人に話しかけられる。その度に彼は営業スマイルを向け、スムーズに会話をした。家にいる時とはまるで別人だ。

「やあ。平良くんがこういう場に来るなんて珍しいな」

　明成が挨拶を終えた後、ウェーブがかった髪の温和そうな男性が話しかけてきた。

（この人、見覚えがある気がするけど……知り合い……ではないよね。どこで見たんだろう。有名人？）

　記憶をたどっていると、男性がこちらを見て目を丸くする。

「あれ……？　隣の女性って、もしかして……倉野くんのパートナー？」

「ええ、そうですよ」

「驚いたな……。倉野くんはそういうことに興味がないほうだと思っていたよ」

「ええ。三河さんの言う通り、興味はありませんでしたが……まあ、そういう個人的な話はまた今度にしましょう」

「そう言って、今度なんてのはないんだろ？」

　三河は見透かしたような目をして、小さく笑う。

（思い出した！　この人、明成さんについて調べた時に出てきた、ライバルの三河さんだ……！）

　ハッとして声に出しそうになったが、明成がこれ以上話したくないという雰囲気を出していたので、涼音は作り笑いをするだけにとどめた。

「そんなことありませんよ。機会があれば話しますから。……それでは、俺たちはこれで。今日の主役に挨拶に行かなければいけないので」

　明成はにっこりと微笑んで、涼音の腰に手をまわした。その自然な動作に驚き、ドキドキしながらも、涼音はなるべくそれを表に出さないように気をつけて歩く。

（ほとんど話してないのに、もうかなり疲れた……。でも、明成さんはもっと疲れてるんだろうな）

　そんなことを考えていたら、今度はシックなネイビーのドレスを着た大人っぽい女性が話しかけてきた。

「あら、明成くん、こんなところにいたのね」

　その少し慣れ慣れしい呼び方に、嫌な意味で心臓が跳ねる。

「遅れてしまって申し訳ございません、高瀬様」

「もう、そんなにかしこまらなくていいって言ったでしょう？　それと、私のことは穂香ほのかって呼んで。高瀬じゃあお父様と変わらないじゃない」

　高瀬順の一人娘、高瀬穂香は不満そうな顔でそう言った。彼女はこのホテルグループの次期社長で、既に大きな権限を持っている。我が儘だが相当なやり手でもあると、どこかのニュース記事を読んだことを涼音は思い出していた。

「……そうですね。では、穂香さんでよろしいですか？」

「ええ、いいわよ」

　穂香は赤い唇で弧を描いた後、明成の隣にいる涼音をじろりと睨む。

「えっと……そちらの女性は……妹さんかしら？　あまり似てないのね」

　これは明らかにわざと間違えている。彼女は涼音にちょっとした敵意を持っているようだ。

（やっぱり私、ここに来ないほうが良かったんじゃ……）

　明成のためにパーティに参加したのだが、今の自分は何の役にも立っていない。むしろ、社長の娘を不機嫌にさせる要素になってしまっている。

　申し訳なくなって、涼音は少し縮こまった。そんな彼女を勇気づけるように、明成は腰にまわしていた手の力を強める。

「いえ、彼女は俺の恋人です」

「恋人？　……へえ、恋人ね。もしかして、彼女も明成くんと同じ建築家なのかしら？」

「建築家ではありませんよ。建築とは関係ないところで出会ったので」

「ふーん、そう……」

　穂香は涼音の全身を値踏みするように見た後、興味なさげに視線を外した。

「ちょっと意外ね。でもそんなことより、大事な話があるの」

「大事な話、ですか」

「今度作るリゾートホテルの件で、相談したいことがあってね。……あ、悪いんだけど、計画に関わらない外部の人間には話せないの。彼女は事務所の人間というわけじゃないのよね？」

「そうですね。事務所とは関係ないのですが……」

「それなら、彼女にはしばらく一人で楽しんでもらうしかなさそうね」

　穂香は、自分を邪魔者として排除しようとしている。そう涼音はすぐに理解した。

（この人の思い通りになるのは癪だけど……でも……仕事の話、なんだよね？）

　悩んでいる涼音をチラリと見て、明成は穂香のほうを向く。

「今日のパーティはプライベートな場ですし、仕事の話はまた別の機会に、というわけにはいきませんか？」

　涼音を一人にしないように、提案してくれたらしい。明成の配慮に嬉しさを感じるものの、そのせいで彼の仕事に支障が出たらと思うと気が進まない。

「大丈夫よ。お父様もお話したいって言ってたから、気にしないでちょうだい。ねえ、恋人さんもさっきから挨拶に付き合ってばかりで疲れたんじゃない？　少し食事でもして、休憩すればいいわ」

「しかし……」

　社長のことを出されてもなお渋る明成に、涼音は申し訳ないと思った。

（一人になるのは、すごく不安だけど……私がいるせいで、明成さんに不利益が出るのは……嫌だ。なんのためにここまで来たの、私。それに……我が儘を言うような恋人だと、この人に思われたくない）

　涼音は拳を握りしめ、口を開く。

「私は一人でも大丈夫ですよ、明成さん。大事なお仕事なんですから、お話してきてください」

「ほら、彼女もそう言っていることだし、ね？」

　穂香にそう言われて、明成は困ったように眉を下げ、涼音のほうを見た。

「……本当に、大丈夫なのか？」

「はい、私のことは気にしないでください」

「あんまり束縛が強いと、逆に嫌われちゃうわよ、明成くん」

「……分かりました。行きます」

「ふふっ、そうこなくっちゃ」

　答えを聞いた途端上機嫌になった穂香は、会場の奥にある特別な部屋に明成を連れて行った。

　そして、涼音は一人会場に残される。

（……大丈夫って言っちゃったけど、これからどうしたらいいんだろう）

　この手のパーティに参加したことがなかった涼音は、少し歩いた後、外の空気を吸うためにベランダに出た。






　幸い、ベランダには誰もいなかった。参加者は全員、会場で交流に励んでいるようだ。

（夜はさすがに肌寒いけど、頭を冷やすにはこれくらいじゃないとダメかも……）

　ベランダの柵に寄りかかり、夜風を感じながら星空を眺める。

　そして、涼音は一人で物思いにふけっていた。

（どうしたらいいか分からなくて、これからのことをあえて考えないようにしていたけど……自分の希望が、少し分かった気がする）

　これまで、涼音は明成の公私でいうと「私」の部分をサポートしてきた。しかし、それだけでなく、「公」の部分もサポートしたいと考えるようになったのだ。

（明成さんの隣に立ちたい。彼の夢を叶えたい。それが、私の夢なんだと思う）

　今の涼音にできることは少ないかもしれないが、公私共に明成の役に立ちたいという気持ちに嘘はなかった。

　この思いを彼にどう伝えるか考えていたその時、誰かがベランダにやってきた音がした。

（誰だろう……？）

　涼音が振り向くと、こちらに歩いてくる三河が見えた。赤ワインが注がれたグラスを両手に持っている。

「三河さん……？」

「あれ、俺の名前、知ってたんだね。ありがたいな」

　三河は嬉しそうに微笑んで、片方のグラスを涼音に差し出す。

「ここに来てから何か飲んだ？」

「そういえば……何も飲んでなかったです」

「やっぱりね。挨拶回りで忙しくて飲んでる暇なんてなかっただろうと思ったんだよ。良かったらどうぞ。君のドレスの色と同じワインだよ」

「あ、ありがとうございます」

　わざわざ持ってきてくれたものを受け取らないわけにはいかないので、涼音はグラスを手に取った。

（でも、ワインか……私、ワインを飲むとすぐ酔っちゃうんだよな）

　とりあえずもらうだけもらっておいて、口はつけないでおくことにした。

「倉野はどうしたの？」

「明成さんは、高瀬穂香さんに連れられてお仕事の話をしに行ってしまいました」

「ああ、なるほど。あそこのお嬢様、倉野にご執心中だからな……本当、家柄と顔がいい奴は……」

　三河は何かつぶやいていたが、最後のほうは、声が小さくて涼音にはよく聞こえなかった。

「……それにしても、あの倉野が恋人を連れてくるなんてね。はじめは冗談かと思ったよ。あいつが冗談を言うようなタチじゃないとは分かってたけど、それ以上にありえないと思ってたからさ。でも、すぐに君が本当にあいつの恋人なんだって分かったよ」

「え……なんでですか……？」

「簡単な話さ。倉野の目が、君は特別な存在だと言ってた。あいつがあんな優しい顔をするなんて知らなかったから驚いたよ」

　パーティ会場に入ってから、涼音は緊張しっぱなしで明成の視線なんて気にする余裕もなかったのだが、傍から見てもしっかり恋人同士だったらしい。

　涼音は嬉しく思うと同時に、ちょっとした照れくささも覚えていた。

「営業スマイルとは全然違うから、温度差が激しくて風邪をひくかと思った」

　三河はクスッと笑って、ワインを一口飲む。それにつられて、涼音も一口だけ飲んだ。フルーティな味わいの、すっきりしていて飲みやすいワインだ。

「……ああそうだ、君の名前、聞いてなかったな」

「あ……そうでしたね、すみません。私は中室涼音です」

「涼音さんね。了解。二人は、付き合ってどれくらいなの？」

「まだ付き合い始めたばっかりですよ」

「へえ。それなのにパーティに連れてきちゃうなんて、倉野もああ見えて結構浮かれてんのかな。それにしても、あいつにそういう人間みたいな感情があるなんてなぁ……。まあ、俺もそんなに仲がいいわけじゃないから詳しくは知らないけど、プライベートでは一切人を寄せ付けないことで有名だったんだよ」

「それは……なんとなく想像できます」

　仕事の話は積極的にしても、プライベートの話はきっとうまくあしらっているのだろう。先ほどの穂香の誘いも、仕事の話でなければ断っていたはずだ。

「だから、よく恋人まで上り詰めたなぁと、感心したよ。おとなしそうに見えるけど、意外と押しが強いほうなのかな？」

「あ……はは……それは……どうですかね」

　彼の少し悪意を感じる言い回しに、涼音は笑うしかなかった。

「なんだ、歯切れが悪いな。二人の馴れ初め、教えてくれないの？」

　気軽に話せる内容なら、つい口をすべらせてしまっていたかもしれない。しかし、明成と涼音の馴れ初めは、中々他人に話せるようなものではなかった。

（ひょんなことから抱き枕として働くようになって、距離が縮まった……とか、ちょっと説明できないよね。明成さんって、こういう個人的なことを他人に話すの、好きじゃなさそうだし……やめておこう）

「すみません、プライベートの話はあんまり……」

　少し気まずい思いをしながら、ワインをもう一口飲む。たった二口飲んだだけなのに、なんだか意識がぼんやりしてくる。

（飲みやすいけど、もしかしてアルコール度数が高いのかな。それとも、何も食べずに飲んだのかいけなかったのかな……？）

「そっか。ごめんごめん。本人がいないのに、急に突っ込んだ話はしないほうがいいよね」

　三河は意外とあっさり引き下がり、グラスに入っていたワインを飲み干した。そんな彼の様子を涼音は見ていたのだが、視界が揺れていることに気づいた。

（眠くなってきたな。やっぱり、もらいものだからって飲まないほうが良かったかも……）

　重たくなっていく瞼を下ろすまいと、こんなところで眠るわけにはいかないと、涼音は我慢する。

　それからしばらく、眠気と戦いながら三河と他愛ない話をした。

　しかし、それも長くは続かなかった。

「俺はそろそろ新しいドリンクを持ってこようと思うんだけど、君は……って、涼音さん、どうしたの？」

「すみません……なんだか、眠たくて……」

　このままだとワインをこぼしてしまいそうだと、涼音はベランダにあったテーブルにグラスを置く。しかしその直後、バランスを崩した。

「あっ……！」

「おっと……大丈夫？」

　三河は咄嗟に、ぐらつく涼音を正面から支える。

「だ、大丈夫です……」

「そうは見えないけどな……眠いなら、少し休んだら？」

「でも……」

「会場の外に休憩できる場所があるから、そこで休もう。あいつも仕事の話をしてるなら、きっとまだまだ長くなるよ。話が終わる頃まで眠って、その後なんともない顔をして会場に戻ればいいさ」

　そう言って、三河は涼音を抱きかかえようとする。

「あ、そこまでしなくても、平気です……！　ちゃんと自分で歩けますから……」

「そう？」

「はい」

「じゃあ、休憩室に行こうか」

「……はい」

　この時既に、涼音の意識は朦朧としていた。判断力も、普段よりずっと低くなっていたのだ。

　普段の涼音なら、三河に対してもう少し警戒心を抱いていたはずだった。
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　ごそごそと、布が擦れる音で涼音は目を覚ました。

（私、あれからどうしたんだろう……。急に眠くなって、三河さんと一緒に休憩室まで……来たんだっけ？）

　会場の外に出たところまでは覚えているが、その後の記憶がおぼろげだ。途中で寝落ちてしまったのだろうか。

（それにしても、この音は、なに……？　変な感触もするし……）

「……？」

　目を開けると、そこには涼音の上に馬乗りになっている三河がいた。涼音は、ホテルの一室にあるベッドに寝転がっていたようだ。

（どういう、こと……？）

　今自分がどういう状況にいるのか、すぐには理解できなかった。まるで悪夢のような光景だったからだ。

　しかし、三河がドレスを脱がそうとしているというのは、悪夢でもなんでもない。目の前にあるのは現実だった。

「やっ……！」

　まだ完全にはハッキリとしていない意識の中で、涼音は抵抗を試みる。しかし、ろくに身体が動かない。

「なんだ、もう目を覚ましちゃうなんて……ちょっと睡眠薬の量が少なかったかな。お前がワインを全部飲まなかったのがいけないんだよ。本当は完全に脱がせてから起きてほしかったのに」

　三河は先ほどまでの優しい微笑みとは全く違う、どこか下卑たいやらしい笑みを浮かべる。

　あのワインには、睡眠薬が入っていたらしい。つまり、彼は元から涼音をここに連れてくるつもりだったのだ。

　彼が今から涼音に何をしようとしているのか、火を見るよりも明らかだった。

「なんで、こんなことをするんですか……！」

「なんでって、そりゃあ……家柄と顔の良さで仕事や賞をもらう倉野が……心底憎いからだよ」

「明成さんが憎いって、そんな……！」

「憎いに決まってるだろ、あんな奴。俺はどうにかして、あいつに傷を負わせたいとずっと思ってたんだ。身体じゃない、心の傷を……。そうしたら、お前が現れた。倉野が選んだ女だから、ガードが堅いんじゃないかと思ったけど……チョロくて安心したよ」

　三河は口角を上げ、涼音の顎をつかむ。筆舌に尽くしがたい不快感が、涼音の身体を駆け巡った。

「倉野が心から大切にしているお前を……思いっきり穢して、壊してやる」

「っ……最低！」

　涼音は三河を突き飛ばそうと彼の胸板を押すが、手に力が入らず、びくともしない。

「自分が最低なことくらい、分かってる。でも、これくらいのことをしないと、気が済まないんだよ。カリスマ建築家だなんて言われてるが、あいつはどうせコネと容姿で有名になっただけだ」

「なんてことを言うんですか……！」

　明成を侮辱され、涼音の頭に血がのぼる。

「うるさい！　あいつが建築家になんてならなければ、俺が一番だったのに……！」

　三河は怒りに任せて、涼音のドレスを破いた。これから彼に何をされるのか、考えたくないのに考えてしまう。

「いやっ……助けて、明成さん……！」

「馬鹿だな、あいつは今頃仕事に夢中になってる。いくらお前を大切にしていると言っても、仕事と比べたら……」

　三河がそう言いかけた時、ホテルの扉が勢いよく開いた。

　その直後に飛んできた声は、涼音が待ち望んでいたものだった。

「涼音！」

　明成が血相を変えて部屋の中に入ってくる。

「明成さん……！」

「なんでここが……！」

　三河が驚き振り返った瞬間、明成は彼を思い切り殴り飛ばした。

「っ……」

　頬を殴られ、三河はベッドから落ちて倒れ込む。それを見て慌てて立ち上がろうとした涼音の手を、明成が取る。涼音は彼のおかげでなんとかベッドから出て、立ち上がることができた。

「もう、大丈夫だ」

「明成さん……」

「これを羽織ってろ」

　明成は自分のジャケットを脱ぎ、破かれたドレスを見られないように羽織らせる。そして、そっと抱きしめてくれた。

　彼の少し低い体温を感じて、涼音は小さく息を吐いた。大丈夫だと言ってくれた彼の言葉を思い出し、安心する。

「ありがとうございます……」

「礼はいい。それよりも……」

　明成はそう言いかけて、呻いている三河を見る。思い切り殴られて、相当なダメージを食らったようだ。

「ちょっと、明成くん足速すぎ！　って……え……？」

　明成を追いかけてきたらしい穂香が、部屋の状況を見て目を丸くする。

「どうなってるの？」

「三河が涼音を襲っていた。……未遂だったようだが」

　明成は敬語を使うのを忘れたまま、穂香に話す。しかし、穂香はそれに苦言を呈すことはなかった。

「……強姦未遂ってこと？」

「そうだろうな」

「ああ、嘘でしょ……お父様のパーティで、こんなこと……」

　穂香は涼音が襲われたことよりも、父のパーティで事件が起きたことに動揺しているようだったが、無線で守衛を呼び付けてくれた。

「おい、やめろ！　抵抗なんてしない」

　そのおかげで、三河は逃げることも抵抗することもなく捕まえられた。守衛に拘束されている三河を見て、涼音はホッと胸をなでおろす。三河本人が言う通り、もう抵抗をするつもりはないのだろう。もうこの部屋は安全だ。

　しかし、すぐにでもここから出て行きたい気持ちはあった。

「警察を呼びますか？」

　守衛は被害者である涼音ではなく、雇い主の穂香に判断を仰ぐ。

「……そうね。お父様には悪いけど、警察を呼ぶしかないわ。色々と事情を聞かれたりするだろうから、全員残ってちょうだい」

　その言葉を聞いて、涼音は息をのみ、身体を震わせた。

（残るって、まだあの人と同じ空間にいなきゃいけないってこと……？　そんな、嫌だ……。こんなこと、すぐに忘れて、帰りたいのに……）

　そんな涼音の様子を、明成が見つめる。

「……いや、警察は呼ばなくていい。三河の処分は、そちらに任せる」

「あら、それでいいの？　私はそのほうが助かるけど」

　穂香は申し訳なさそうな表情を作っているが、ホッとしたような声色で言った。

「ああ。これ以上、三河と同じ空気を吸いたくないからな。俺たちはもう出る」

　これは明成の本音でもあるが、三河にしかるべき報いを受けさせるべきだとも思っていた。

　しかし、明成はそれよりも涼音の心を優先することにしたのだ。

「行くぞ、涼音」

「はい……」

　三河は穂香に任せて、明成と涼音はタクシーを呼び、会場を後にした。

















第五章












　家に帰って、涼音はすぐにドレスを脱ぎシャワー室に入ることにした。しかし、今一人になるのは不安だと思っていたら、明成は自分も一緒にシャワーを浴びると言ってくれる。

「ありがとう、明成さん」

「このくらい当然だ。俺も、煙草の匂いをどうにかしたかったしな」

　二人とも服を脱ぎ、裸でシャワーを浴びる。

「まずは君の身体を洗おうか」

　明成はボディーソープを手に取り、涼音の身体に触れようとしたが、直前で動きを止めた。

「明成さん……？」

「俺に……男に触れられるのが嫌だったら言ってくれ」

　先ほどのことを思い出したのだろう。明成は苦々しい表情でそう言った。

「大丈夫です。明成さんに触れられて、嫌なはずないじゃないですか」

　涼音は濡れた手で、明成の頬に触れる。

「……そうか。なら良かった」

　彼はホッとしたように息を吐いて、頬に触れた手をそっと握った。そしてそこから、ゆっくりと腕を洗っていく。

　自分以外の人に洗われる時のくすぐったさを感じながらも、涼音は彼のことを見つめた。そばに彼がいるだけで、心が落ち着く。

「私はむしろ……明成さんに触れられたいです。あの人に触られたところも、触れられていないところも、全部……全部上書きしてほしいんです」

　そうつぶやくと、明成は小さくうなずいた。

「実は……俺もそうしたいと思ってた。君が許すなら、全部上書きしよう」

　肩口を撫でた後、明成はボディラインをなぞりながら涼音の唇を食む。

「んっ……」

　上唇を舐められ、思わず口を開けるとすかさず彼の舌が口内に入り込んだ。

「ふっ……んぁ……」

　久しぶりの口付けに夢中になっている間も、彼の手は涼音の身体を味わうように撫でる。彼の手が触れた場所が、どんどん熱くなっていく。

　明成のおかげで、三河に触れられた時の身震いするような感触は薄れていった。

「んっ……」

　お腹を優しく洗われて、涼音は思わず身体を震わせた。下腹部の奥のほうが、何かを求めているのが分かる。

（私、明成さんが欲しいんだ……）

　自分の身体と心が欲しているものに気づき、涼音は明成を見つめる。

「……そんな目で見られると、俺も歯止めがきかなくなりそうだ。これから、君の大切な場所を洗わないといけないのに」

　明成は困惑した表情で少し屈みこみ、涼音の秘部を指の腹で撫でた。

「んぅっ……ふ……」

　これは前戯でもなんでもない。ただ彼はそこを洗ってくれているだけ。そう自分に言い聞かせてみるものの、身体は火照ってしまう。気持ちいい、と思ってしまう。

「顔が赤いな」

「い、言わないでください……」

「君は……本当は洗うだけじゃ物足りないと思ってる。そうだろ？」

　本心を言い当てられ、涼音は少し迷いながらもこくりとうなずくしかなかった。

　ここで「そんなことないです」なんて言ったら、自分が後悔することになるからだ。

「……可愛いな」

　顔を真っ赤にして首を縦に振る涼音を見て、明成は無意識に言葉をこぼす。

「このままここでしたいくらいだが、さすがにシャワー室で立ってするのはな……。ベッドに行こう」

　明成はそう言って、涼音の身体をあたたかいシャワーで洗い流した。






　二人で寝転がっても余裕がある広いベッドに寝かされ、明成の腕に抱きしめられる。彼の体温や鼓動を感じて、涼音は安堵のため息をつく。そしてそれと同時に、明成も息を吐いた。

「本当に……良かった。あと少し遅かったら……いや、そんなことを考えるのはやめよう」

　明成は小さく首を横に振って、涼音をまっすぐに見つめる。

「そういえば……明成さんは、どうやってあの場所を見つけたんですか？」

「君の様子を確認するために一旦休憩を取ろうとした時、俺のパートナーが三河に連れられて会場を出たとスタッフから聞いてな」

「スタッフさんが、見てたんですね」

「ああ。……実は、君に何かあったら即報告するように言い含めていたんだ。報告を聞いた俺は、マスターキーを借りてスタッフが言っていた場所に向かった」

　明成もこうなることまでは予想していなかっただろうが、何かあった時すぐに動けるようにしていたらしい。彼のおかげで未遂で済んだのだと、涼音は痛感する。

　しかし、明成はそうは思っていないようだった。

「今回のことは、俺がいけなかったんだ。君を一人にさせてしまったせいで……」

「待って、明成さん」

　自分を責めようとする明成の唇に、涼音は自分の人差し指を重ねる。

「明成さんは悪くないです。私を一人にさせないように交渉しようとしてくれたし、何かあった時すぐに動けるようにしてくれたじゃないですか。だから……悪いのは私なんです。我が儘な恋人だと思われたくなくて、かっこつけて……しかも、よく知らない人を信用してしまった私が……」

「そんなことはない。涼音は何も悪くない」

　明成は唇に重ねられたほうの涼音の手を取り、話を続ける。

「君は被害者だ。自分を責める必要はない。悪いのは君を騙したあのクズだろう」

「それは確かに、そう、ですけど……」

「まあ、よく知らない男を信用しないほうがいいというのは、その通りだが。それはこれから気をつければいい話で、過去のことを責めたりしなくていいんだ。……大丈夫。君が気に病むことはない」

　涼音の髪を梳かすように、明成はそっと撫でる。彼の手が髪を耳にかけたのがくすぐったくて、クスッと笑う。

「ふふっ……」

「なんだ、耳が感じるのか？」

「え……？　いや、感じるというか、くすぐったいというか……」

「くすぐったいところは、性感帯になる素質があるんだ」

　彼はおもむろに、涼音の右耳を舌で舐めた。

「んっ……！」

　不思議な快感に、身体がびくっと跳ねる。

「今のは、くすぐったかったのか？」

　明成の質問に、涼音はゆるゆると首を振る。

（くすぐったいのとは違った。多分気持ちよかったんだと思う……）

　そう言葉にはしなかったが、彼には伝わったようだった。

「へえ。耳、弱いんだな」

　明成はにやりと口角を上げ、左耳も舐めた。

「あんっ……あっ……」

　さっきよりも大きい反応に、彼は満足そうに目を細めた。

「なるほど。右耳よりも左耳のほうがお気に入り、か。覚えておこう」

「そ、そんな、覚えなくても……というか耳はもう、大丈夫ですから……！」

　これ以上されて、本格的に気持ちよくされたら、涼音の頭の中がぐちゃぐちゃになってしまいそうだった。

「そうなのか。それなら、こっちを舐めようか」

　明成はそうつぶやいて、すっと下にさがる。

「あ、明成さん……？」

　突然のことに驚き声をあげる涼音に、明成は「大丈夫だ」と言う。

「今日は、指じゃなくて舌で愛撫することにした。それだけだ」

「え……ええっ？」

　予想外の展開に目を丸くしている間に、明成は彼女の脚を軽く開き、秘部に舌を這わせる。

「ひぁっ……！」

　ぬめっとしたあたたかい舌が、割れ目をなぞる。指で刺激した時とはまた違う快感が、涼音を襲った。明成とはまだ数えるほどしかしていないが、秘部を舐められたのはこれが初めてだった。

「あっ……んうっ……」

「気持ちいいか？」

　舐めながら、明成は聞いてくる。

「気持ちいい、けど……そんなところ、舐めなくても……！」

「君が気持ちいいなら、やる意味がある」

　そう告げて、明成は秘部にある小さな突起を舌で押しつぶした。既に立ち上がり敏感になっていた突起への刺激としては、十分なものだった。

「ああっ……！」

　明成は涼音の反応を見ながら、突起を唇で挟み、軽くしごく。

「あぅっ……んぁ……」

　あまりにも気持ちよくて、涼音はただ口を開けて嬌声を上げ続けることしかできない。

「すごい、あふれ出てきてるな……」

　彼が言うあふれ出ているものが何なのか、涼音は自分でもよく分かっていた。身体の奥が熱くなる度、とろとろと出ている愛液だ。とめどなくあふれ出る愛液を舐めとりつつ、明成は唇と舌で愛撫を続ける。

　敏感な場所を何度も刺激されて、涼音は絶頂を迎えそうになっていた。

「あっ、明成さん、止めて……！」

「ん……どうした？　イキそうなら、続けるぞ」

「イキそう、なんだけど……イキたくないんです……」

「……どういうことだ？」

　涼音が言うことを理解できず、明成は小さく首をかしげる。何故なのか理由を説明しないといけないと分かり、涼音は頬を赤くする。

「えっと……舌じゃなくて、明成さんのものでイキたく、て……」

　はしたないことを言っているような気がして、涼音の声は徐々に小さくなっていった。

「君って人は……」

　恥じらう彼女を見て、明成は自分の身体がこれ以上ないくらい熱く、そして猛っていることに気づいた。

「俺を喜ばせる言葉をよく知ってるよな」

　余裕を失った明成は、手早くスキンを装着し、涼音の脚を大きく開いた。

（は、恥ずかしい……）

　受け入れるためとはいえ、脚を開かれるのは羞恥心を刺激された。涼音が閉じようとしても、既に明成が間に身体を入れた後だったので意味がない。むしろ、彼を逃がしたくないという意志表示だと感じられてもおかしくなかった。

「覚悟しろよ」

　いつになく性急に、明成は秘部に自身を埋め込んだ。

「ああっ……！　はぁ、んっ……」

　涼音にとって一番気持ちいいところである最奥を突かれ、目の前に星が散る。

（今、軽くイッちゃったみたい……）

　絶頂の直前で止めたからだろうか。少しだけ脚が震えているが、さすがにこれだけで明成にバレることはないだろう。涼音はそう思っていたのだが――

「軽くイッたな」

　明成にはバレバレだった。

「な、なんで分かったんですか!?」

「ここがキュンキュンいってるから。いつもイッた後はこうなるだろ」

「そんな、私、そんなこと知らない……！」

「君が知らないところも、俺は知ってる」

　明成は口角を上げ、キスを落とす。

「んっ……」

　つながったままキスを繰り返し、角度を変えてお互いの唇を味わう。その間に、明成はゆるゆると腰を動かし始めた。

「あっ……んぁっ……」

　何度も涼音の中を往復するが、一番いいところは突いてくれない。

（気持ちいい、けど……物足りない……）

「ん？　どうした？」

　涼音の気持ちを分かっているくせに、明成はわざと聞いてくる。彼は紳士的で優しいが、こういうところもあるのだ。

「……もっと」

「もっと、なに？」

「もっと……奥を突いてほしい、です……」

　彼に聞こえるか聞こえないかくらいのか細い声で、涼音はそう言った。

「了解」

　その言葉を待っていたとばかりに、明成は思いっきり最奥を突いた。

「んぁあっ！」

　焦らされたあとにいいところを刺激されて、涼音はこれまでで一番大きな声をあげる。

「もっと、気持ちよくしてやるから、なっ……！」

　明成は先ほどよりも激しく、律動を繰り返す。

　ぐちゅぐちゅといういやらしい水音と、シーツの擦れる音、涼音の嬌声、明成の息遣いが部屋に響く。どれも自分たちが出している音なのだと思うと、頬が火照った。

「んっ……あんっ……」

　甘い痺れが身体を駆け巡り、目の前がチカチカしてくるが、涼音はなんとか意識を保っていた。

（気持ちよすぎて、おかしくなりそう……！）

　快楽に飲まれそうになり、怖くなってきた涼音は自分の唇を噛んだ。少しの痛みが、現実に引き戻してくれる。

「唇を噛むのはダメだ、涼音」

「で、でも……気持ちよすぎて、怖いんです。自分が、どこかに行ってしまいそうで。だから……」

　言い訳を重ねると、明成は「それなら」と涼音と手を繋いだ。ぎゅっと握り込む彼の手からは、絶対に放さないという意志が垣間見える。

「俺が手を繋いでいるから、君はどこにも行けない。どこにも行かせない。これでいいだろ？」

「明成さん……」

　涼音がうなずくよりも前に、明成は涼音の唇を塞いだ。

「んぅっ……」

　キスをしたまま、明成は腰を動かし続ける。

（少し苦しいけど、すごく気持ちいい……）

　涼音は、脳が溶けてしまいそうな快楽に包まれていた。行き場のない痺れを逃がすように、足先をピンと伸ばす。

「ん……ふっ……涼音……！　好きだ……愛してる……！」

「私も、大好きです……！」

　お互いに、何度言っても足りない愛の言葉を叫ぶ。

「ふっ……はっ……」

　息を乱れさせながら、明成は涼音が感じる場所を執拗に責め立てる。お互い、絶頂が近いことは分かっていた。

「涼音……！」

「明成さん……！」

　明成は穿つように何度も奥を突き、絶頂に向けて律動を重ねていく。これまでで一番大きな快楽が、涼音の身体を襲う。

「あっ……私、また……！」

「ああ。一緒に、イこう……！　くっ……！」

「ああ、んっ……！」

　明成が最奥で精を吐き出した瞬間、涼音も絶頂に上り詰めていた。びくびくと痙攣する身体は、自分のものではないように思えた。

　彼の手を握る力が一瞬強まり、ゆっくりと弱まっていく。

「はぁ、はぁ……」

　頭がぐちゃぐちゃになってしまいそうだった快楽も、これで終わりだ。

（これ以上やってたら、本当におかしくなっちゃいそうだった……）

　息を整えながら、涼音は明成のことを見た。彼もかなり高ぶっていたようで、まだ息が荒い。

「いつも……がっついてしまって、悪いな」

　明成は少し恥ずかしそうにはにかんで、涼音の頬を撫でる。

「全然、悪くないです。私はむしろ……嬉しい、というか……」

「……なるほど。君は俺ががっつくと嬉しいのか。ということは……」

　明成が何かを言いかけて、しばらく沈黙が流れる。

（なんだろう。明成さんは何が言いたいのかな？）

　不思議に思って涼音が少しだけ首を傾げたその時、彼の言いたいことがいやでも分かった。

「あっ……」

　一度絶頂を迎えたはずの彼自身の質量が、再び増している。

「もう少し、付き合ってくれるか？　何にも考えられなくなるくらいに……」

　明成は涼音の返答を待たずに、再び律動を開始した。二度目とは思えない硬さの雄が、涼音のいいところを刺激する。

「んぁっ……あっ……もう……！」

「君は、俺に揺さぶられて喘いでいればいい」

　それから涼音は、本当に何も考えられなくなり、嫌なことも忘れてしまうくらいにイカされ続けたのだった。
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　翌朝、涼音は明成の腕の中で目を覚ました。顔を上げると、そこには既に起きていた彼の顔があった。どうやら、涼音の寝顔を眺めていたらしい。

　無防備な寝顔を見られるのは恥ずかしかったが、涼音も同じようなことをしているのでお互い様だった。

「おはようございます、明成さん」

「おはよう、涼音」

　太陽の優しい光が差し込む部屋で、明成と見つめ合う。

　昨夜あったことなんて、どうでもよくなるくらい幸せだと思えた。しかし、それがなんだかくすぐったく感じて、涼音はクスッと笑った。

「ふふっ……」

「ん……？　もしかして、寝ぐせがついてるのか？」

　涼音が笑った理由が分からず、明成は不思議そうに自分の髪を触る。そんな彼を見て、涼音は首を振った。

「そうじゃないんです。ただ……幸せだなと思って……」

　そう言うと、明成も嬉しそうに微笑む。

「そうか……なら良かった。……俺も幸せだ」

　そんな明成の顔を見て、涼音は改めて、彼の隣に立ちたいと思う。

（この思いを伝えたら、明成さんはなんて言うかな）

　賛成するだろうか。それとも反対するだろうか。

（どちらにせよ、二人でしっかり話をしたい。そのためには、まず私から切り出さなきゃね）

　そう決意し、涼音は起き上がった。

「なんだ、もう起きるのか？」

　明成も涼音に合わせて、身体を起こす。

「あの……私の今後について、話したいことがあるんです。いいですか？」

「ああ、なるほど。そういうことか」

　かしこまった話をするために起き上がったのだと分かり、明成は小さくうなずいた。

「構わないよ」

　明成の許可を得て、涼音は話し始める。

「……私、今までずっと、夢を持ったことがなかったんです。自分には何もできないって、どこか冷めた気持ちでいたというか……。でも、明成さんに出会って、変わりました。私にも、夢ができたんです」

「俺と出会って……？」

「はい。明成さんの隣に立って、一緒に目標に向かって歩いて行くのが夢なんです」

「え……？」

　明成は少し意外そうに目を見開く。

（あ、あれ……もしかして、迷惑だったかな……）

「できることは少ないなりに、明成さんの仕事を手伝いたかったんですけど……すみません、私じゃ力不足ですよね……。明成さんの役に立てるように一から勉強して――」

「いや、力不足なんて思ってない。でも……確かに、今のは誤解させるよな……ごめん」

　明成は謝ってから、涼音の手を握った。彼の大きな手が、涼音の少し小さい手を包み込む。

「実は、俺も色々考えていたんだ。君をこのまま家に閉じ込められるなら、そうしたいくらいだが……さすがに、そうはいかないからな」

　苦笑した明成は、話を続ける。

「矢原の店に行ったときのことは、覚えてるか？」

「ビストロ・スーヴニールのことですよね。覚えてますよ」

「あそこで、君はできる人だという話を矢原がしていただろう。『自分の実力に見合った仕事をしないと』とも言っていた。その話を聞いて、俺は君に申し訳ないと思っていた。本当なら、君はもっと有意義な仕事ができる人だ。それなのに……俺は行き場のない君を助けるという名目で、閉じ込めていた。……だから、君にふさわしい、新しい仕事を紹介するつもりだったんだ」

　矢原のあの何気ない言葉から、明成がそこまで考えていたとは知らず、涼音は少し驚く。

「その、新しい仕事っていうのは……」

「俺の秘書」

「ひ、秘書!?　事務員とかではなく……？」

「涼音がそうしたいなら事務として雇ってもいいが、俺は秘書をすすめたい。正直、私情が入ってないと言えば嘘になる。だが、君ならうちでも仕事ができると考えてるから、こうして誘ってるんだ。涼音……君には、公私共に大切なパートナーになってほしい」

　それは、涼音にはプロポーズの言葉のように感じられた。明成は仕事に関して、かなりシビアに考える人間だ。業務をこなせないと思ったら、恋人でも拒否するくらいに。

　そんな明成に、涼音は認められた。仕事の時も隣にいてほしいと、思ってもらえたのだ。

（嬉しい……！）

　喜びのあまり、涼音は明成に抱き着く。

「ありがとうございます、明成さん……！　私、あなたの秘書になります！」

　勢いよく抱き着いてきた涼音を受け止め、明成は微笑む。

「俺のほうこそ、ありがとう。俺も、君と出会って変わった。仕事のことだけを考えるのではなくて……自分を大切にしようと思えるようになった。視野が広がったような気がするよ」

　手放す気などないと言うように、明成は涼音を強く抱きしめる。そして、耳元で優しく囁く。

「これからは二人三脚で、頑張っていこう。……愛してる」

「はい！　私も……愛してます……！」

　二人はどちらからともなく、愛を確かめ合うように、そっと唇を重ね合う。

　涼音にとってずっと先の見えなかった人生が、ついに照らされた瞬間だった。
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